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特
集
◎
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
公
式
訪
問

言
葉
の
壁
を
越
え
て

― 
高
校
生
た
ち
の
交
流
体
験
記 

―

３
月
22
日
か
ら
29
日
ま
で
、
2
回
目
と
な
る
市
の
公
式
訪
問
団
が
姉
妹

都
市
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
町
を
訪
ね
ま
し
た
。

今
回
は
、
公
募
で
集
ま
っ
た
市
内
の
高
校
生
10
人
が
初
め
て
現
地
を
訪

問
。
高
校
生
た
ち
の
交
流
の
様
子
や
体
験
を
通
じ
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。 

町内の日本パビリオン

クラムザッハの街並み

経験を生かして
さまざまな国へ
行きたい

文化の違いを
実感

もっと英会話の
力をつけたい

栁
やなぎしまそのか

島苑華さん
（18）三郷温

熊
くまざき

崎　茜
あかね

さん
（17）穂高

木
き む ら

村彩
あ や め

芽さん
（17）穂高柏原

クラムザッハに着いた時、空
気の感じが違い、人種が違い、
家具などの物が日本の物より大
きくて、見る物すべてが初めて
で驚きの連続。デジタルカメラ
を常に手に握りしめている状態
でした。最初は、圧倒され委縮
気味でしたが、交流会を重ねる
につれて、つたない英語でも会
話をすることができるようにな
りました。この時、自分の英語
に自信がなくてもはっきりとし
ゃべる事が大切だと感じまし
た。

クラムザッハの人たちはみん
な親切で陽気で、元気をたくさ
んもらいました。クラムザッハ
で見た景色、食べた物、風習…
すべてがかけがえのない思い出
です。

今後はこの経験を生かしてさ
まざまな国へ行き、違う文化・
言語に触れて世界を股にかける
人になりたいと思います。

私は今回初めてクラムザッハ
を訪れて、とても良い所だと思
いました。家の外観は日本と違
ってカラフルできれいで、安曇
野にいる時よりさらに山を近く
に感じました。

クラムザッハではいろんな人
と交流させてもらいましたが、
積極的な人たちだと思いまし
た。でも私は英語があまり分か
らなくてとても残念でした。英
語の勉強をしていても、実際に
話そうと思うと言葉が出ず、話
しかけられても聞きとれなくて
はがゆい思いでした。これから
はもっとしっかり英語を勉強し
ようと思いました。

オーストリアは車が右側通行
なので、バスの乗車口も日本と
逆でとても不思議な感じがしま
した。チキンにジャムをのせる
ことにも驚きました。

この旅に参加させてもらっ
て、いろんな文化の違いなどを
経験して、自分の視野を広げる
ことができたと思います。あり
がとうございました。

私は「クラムザッハ青年交流
事業」に参加したことで、自分
の中で何かが変わったような気
がします。

飛行機で 12 時間かけて着い
たオーストリアは思っていたよ
りも暖かく、とても良い天気で
した。空港から最初に見た景色
は日本では一度として見たこと
がないほど美しく澄んでいまし
た。あの時の感動は今でも頭か
ら離れたことはありません。ク
ラムザッハの皆さんは親しみす
く、一緒に過ごした時間は本当
に楽しかったです。上手に話せ
ず、片言のドイツ語や英語を必
死に理解しようとしてくれた
ことが何よりもうれしかったで
す。ですがその時に、自分の英
語力の低さに驚きました。もっ
と英語が話せていたら、もっと
楽しむことができたのではない
かと後悔しました。今回オース
トリアに行ったことでしっかり
した目的もなく学んでいた英語
を、普通に会話できるくらいに
身につけたいと強く思いまし
た。この研修旅行で得たものは
大きいです。

訪問スケジュール
１日目・３月 22 日
　安曇野市 → 成田空港発
　フランクフルト経由でクラムザッハへ
２日目・３月 23 日
　町長を訪問
　国立ガラス学校・チロル農業博物館見学
　町長・友好会との交流会
３日目・３月 24 日
　ユースクラブ「Mikado」との交流
４日目・３月 25 日

　インスブルック市内見学 冬季五輪施設など
　答礼夕食会

５日目・３月 26 日
　クラムザッハ発
　ザルツブルク市内見学 モーツァルト生家など
６日目・３月 27 日
　ウィーン市内見学 国連事務局など
７日目・３月 28 日
　ウィーン→フランクフルト経由で成田空港へ
８日目・３月 29 日
　成田空港着→安曇野市

訪問団構成
　団長　村上副市長
　高校生 10 人　市商工会青年部 2 人
　市職員 1 人
　計 14 人

クラムザッハ町

首都ウィーンの西方 450km チロ

ル地方に位置する人口約 5,000 人

の町。同町との交流は、昭和 61 年、

旧豊科町で「あづみ野ガラス工房」

が開設されたころ、ヨーロッパ唯一

の国立ガラス専門学校があること、

それぞれアルプスを仰ぐ地勢が似て

いたことから交流が始まり、平成 5

年に旧豊科町が姉妹都市提携を締結

しました。平成 19 年 11 月４日、

安曇野市として姉妹都市提携を結び

直し、相互訪問など民間レベルでも

幅広い交流が行われています。

Kramsach

クラムザッハ町
ウィーン

オーストリア共和国
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ヨーロッパに行くのは初めて
で出国日が近づいても実感がわ
かず、私は遠い先の事のように
感じていました。しかし、それ
はドイツの街並みを空から眺め
た時、突然、現実化したのでし
た。

クラムザッハでは習いたての
つたないドイツ語が通じた時は
安心しました。しかし、相手が
話していることを理解するのは
本当に難しいと思いました。ど
うすれば自分の伝えたいことを
相手が理解してくれるか考え、
英語とドイツ語とジェスチャー
を交えながら懸命に話しまし
た。私は彼らに会う前、緊張し
て上手に英語やドイツ語が話せ
ないかもしれないと、不安でし
た。しかし、彼らは気軽に話し
かけてくれ、すぐに打ち解ける
ことができました。そのおかげ
で自分の語学力の不足を気にせ
ず会話ができました。

今回の交流を通して、外国の
人に自分から積極的に話をする
ことの楽しさを感じとることが
できました。

今回私は初めてオーストリア
に行き、滞在中は驚きや発見の
連続でした。中でも印象に残っ
たのは美しいアルプス山脈と、
クラムザッハの人々のあたたか
さでした。

クラムザッハの役場の皆さん
は活発で元気だなと思いまし
た。バスでは学校の友人同士の
ような雰囲気で、大人でもこん
なに無邪気な人たちがいるんだ
と新鮮な驚きでした。それから
クラムザッハの高校生たちも朗
らかで、目が生き生きしていた
のがとても印象的でした。

滞在中は、もっとドイツ語が
できたらかなり楽しいだろうと
思いました。また、現地のドイ
ツ語に連日触れてもっと理解し
たいという意欲が高まり、「ド
イツ語を堪能にすること」が目
標になりました。これを達成す
れば再びクラムザッハを訪れた
とき、今回出会った人たちとた
くさん楽しい思い出をつくれる
と思います。

今回の旅ではクラムザッハと
安曇野市との強い絆というもの
を実感できました。最初は見知
らぬ地で交流することに不安が
ありましたが、空港に迎えに来
てくれた皆さんの笑顔はその不
安を取り除くには十分でした。
思い出せば見る景色が新鮮で、
経験することが楽しい毎日でし
た。とても親しく接してもらっ
たので、クラムザッハの皆さん
との会話は小さなことでも楽し
く、つい時間を忘れてしまうほ
どでした。特に最後の日の答礼
夕食会の時は音楽の演奏、プレ
ゼント、話したことを今でも鮮
明に覚えています。別れる際に
は急に寂しくなり涙が出そうに
なりました。こうした直接人が
かかわり絆を深める国際交流は
とても大切だと思いました。そ
してクラムザッハの皆さんとの
交流、経験は自信になりました。
もっと世界に出てみたいと思い
ました。この交流事業で得たも
のはとても大きいです。ほかの
若者にもぜひ行ってもらいたい
と思っています。

今回この交流会に参加して世
間や世界に対する自分の価値観
が変わりました。最初は外国の
人は少し怖いイメージがあった
のですが、実際にクラムザッハ
の人たちと交流すると本当に優
しく、親しみやすくてびっくり
しました。滞在中、ユースクラ
ブ「Mikado」の人とビリヤー
ドを一緒にやり交流しました。
僕はビリヤードをするのが初め
てでルールも知らなかったので
すが英語で丁寧に教えてくれ、
初対面でも一緒に楽しくできて
うれしかったです。クラムザッ
ハに滞在したのは 4 日間でした
が、本当に内容の濃い 4 日間で
クラムザッハをたつ朝は本当に
寂しく、もっと長い間いたいし、
友達も作りたかった、という気
持ちになりました。今回、異国
の地でそのような経験をして世
界への興味も以前にも増して湧
いてきたように思います。そし
て機会があればまたゆっくりと
クラムザッハに行きたいです。

⑤⑥町内にある国立ガラス学校を見学。学生は 4
年間学びます⑦学生の作品

①町役場前では着物姿
での歓迎を受けました
②シュテーガー町長と
握手する村上副市長

⑧⑨⑩チロル農業博物館では昔の農家の暮らしの
様子を体験

⑪地元のユースクラブ
「Mikado」との交流
⑫お世話になったお礼を込めた
答礼夕食会には記念品をいただ
きました

③村上副市長が安曇野を紹介す
る冊子などを手渡しました
④町長室前に飾られた姉妹都市
提携書

姉
妹
都
市
の
強
い
絆き

ず
な

人
の
つ
な
が
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感

◎
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
で
の
体
験
や
交
流

会話をする楽し
さを感じた

ドイツ語を
堪能に

姉妹都市の強い
絆を実感

世界への興味が
より湧いた

長
ながさき

崎恵
え り

理さん
（17）堀金烏川 

長
ながさき

崎由
ゆ り

梨さん
（17）堀金烏川

黒
くろいわ

岩裕
ゆ う じ

士さん
（16）三郷明盛 

鰐
わにかわ

川一
か ず き

輝さん
（18）三郷温

①②

③

④

⑫

⑪

⑩

⑧

⑦

⑤

⑥

⑨



7 広報あづみの　2012.5.23

私が、オーストリアで感じた
ことは、チロルは、安曇野と似
たような所があり、山がとても
近くにあるように思え、建物な
どは日本と違い統一感がありと
てもきれいだと思いました。ま
た、食べ物はすべてがおいしく、
毎日の食事が楽しみでした。

現地の若者と交流してみて感
じたことは、英語がとても重要
だということでした。なぜなら
彼らはすらすらと英語を話して
いましたが、私はうまく英語が
でてこなく、話したくても話せ
ない。自分の話している英語が
通じないなど、もどかしく思っ
たからです。自分の英語力の無
さを痛感しましたが、私にとっ
ては、これから社会に出ていく
ためには、このオーストリアで
の交流は、とても有意義な体験
となりました。これからも世界
のいろいろな人と交流をしたい
と思いました。現地では、日本
人が働いていて、日本だけでな
く、海外にも目を向けるいいチ
ャンスとなりました。

ク ラ ム ザ ッ ハ は 人 口 が 約
5,000 人のとても小さな町。美
しく雄大なアルプスの山々と広
大な草原、色とりどりの家々が
立ち並びまるで絵のような風景
が広がるのどかな町でした。私
が今回交流をさせていただいた
皆さんは空港まで私たちを迎え
に来てくれて、町長さんをはじ
め町全体で手厚く歓迎してくれ
たことに非常に感動しました。
日本では目にできない建築物や
スワロフスキー本社などを見学
できました。また、同年代の方々
との交流で将来について話すこ
ともできました。しかし、自分
の思いをなかなか伝えられず、
語学力の未熟さを痛感しまし
た。

私は将来国際社会に対応でき
る人になりたいと考えていま
す。今回の交流事業でその意志
がより強くなりました。いつか
この経験を安曇野市で生かせれ
ばと思います。これからの後輩
にもこの事業をつなげていって
ください。貴重な体験をさせて
いただきありがとうございまし
た。

私は、以前から日本とは違っ
た文化、生活、社会そして日本
語ではない言語を体験したいと
思っており、クラムザッハの訪
問を楽しみにしていました。ク
ラムザッハで一番印象に残った
ことは人々の温かさです。クラ
ムザッハの町長さん副町長さん
をはじめ、役場の人たちやユー
スクラブ「Mikado」の人たち
みんながにこやかに声を掛けて
くれ、とてもうれしかったです。

「Mikado」では同じ年ごろの女
の子と日本の文化について話す
ことができました。最初のころ
は、しっかりと会話できるか、
土地になじめるか不安でした
が、副町長さんと一緒にチロル
の農家を見たり、役場の人たち
と食事したりするにつれて、も
っとクラムザッハにいたい、帰
りたくないと思うようになりま
した。今回の旅行を機に、もっ
と英語力、ドイツ語力を上げて、
今回交流したすべての人たちに
もう一度会うため、またクラム
ザッハを訪れたいです。◎クラムザッハでの体験や交流

感動と驚き
人々の温かさに触れ
また、訪れたい

クラムザッハ最終日、お世話になっ
た皆さんと別れを惜しんで

帰りのバスを見送るクラムザッハの
皆さん

クラムザッハ以外の都市も訪問。ウィーンでは国連事務局
を見学

町役場前で役場の皆さんとの記念撮影

訪問を終えて「世界観豊かなグローバル思考を安曇野の子どもたちへ」

訪問団長
村上広志副市長

世界中の人々と
交流を

国際社会に対応
できる人に

人々の温かさを
実感

篠
しのじま

島香
か な

奈さん
（17）穂高

山
やまぐち

口真
ま ほ

歩さん
（18）豊科 

水
みずぐち

口直
な お み

美さん
（17）穂高

ク
ラ
ム
ザ

ッ
ハ
へ
授
業

の
な
い
春
休

み
の
時
期
を

利
用
し
、
高

校
生
10
人
を

含
む
青
少
年
12
人
を
友
好
大
使
と
し
て

初
め
て
派
遣
し
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
も
10
回
以
上
の
訪
問
で

現
地
に
多
く
の
友
人
も
お
り
、
初
め
て

の
青
少
年
交
流
に
何
か
役
に
立
て
る
の

で
は
と
、
率
先
し
て
団
長
を
引
き
受
け

ま
し
た
。
参
加
し
た
す
べ
て
の
高
校
生

が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
本
当
に
「
こ

こ
ろ
温
ま
る
」
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
も
25
年
以
上
続
く
民
間
友
好
交
流

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
、
あ
ら
た
め
て

交
流
を
続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
同
世
代
と
の
交
流
を
通
じ
て

世
界
観
豊
か
な
グ
ロ
ー
バ
ル
思
考
を
持

っ
た
青
少
年
が
数
多
く
育
ち
、
将
来
活

躍
さ
れ
、
未
来
の
安
曇
野
市
の
礎
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ム
ザ
ッハ
か
ら
の
青
少
年
を

受
け
入
れ
る
際
は
、「
ぜ
ひ
わ
が
家
へ
も
」

と
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
ご
協
力
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

今
後
も
、
こ
う
し
た
交
流
を
継
続
で

き
る
よ
う
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
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市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

市政トピックス

■
観
光
・
産
業
振
興
の
各
施
設
が
装
い
も
新
た
に

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
！

市
観
光
協
会
は
、
平
成
24
年
4

月
か
ら
一
般
社
団
法
人
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
穂
高
駅
前

に
新
た
に
情
報
発
信
の
拠
点
と
な
る

市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
１
階
が
観
光
案
内
所
、

2
階
が
観
光
協
会
事
務
局
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
市
の
特
産
品
の
販

売
も
行
う
予
定
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

（
82
・
３
１
３
３
）

●
案
内
時
間　

9
時
～
17
時
30
分

（
11
月
～
3
月
は
16
時
30
分
）

●
休
業
日　

12
月
29
日
～
1
月
3
日

問
市
観
光
協
会

　
（
82・３
１
３
３ 

87・９
３
６
１
）

穂
高
総
合
支
所
内
観
光
課

　
（
82・３
１
３
１
㈹ 

82・６
６
２
２
）

農
業
・
農
村
活
性
化
施
設
が
新
し
く

　

市
で
は
農
業
・
農
村
活
性
化
施
設

2
施
設
を
改
装
し
ま
し
た
。

問
三
郷
総
合
支
所
内
農
政
課

　
（
77・３
１
１
１
㈹ 

77・６
０
６
０
）

1
月
か
ら
休
館
し
て
い
た
堀
金
烏

川
の
ほ
り
で
ー
ゆ
～
四
季
の
郷
は
大

規
模
改
修
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
4
月

28
日
、
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

同
館
は
、
平
成
7
年
に
本
館
、
平

成
13
年
に
南
館
が
開
館
。
開
館
後
15

年
が
経
過
し
、
外
壁
や
配
管
の
老
朽

化
、
多
様
化
す
る
利
用
者
へ
の
対
応

が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
改
修
費
は

4
億
４
１
０
０
万
円
。改
修
に
よ
り
、

館
内
は
暖
か
く
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

に
、
新
し
い
浴
場
や
体
が
不
自
由
な

人
に
配
慮
し
た
客
室
な
ど
設
備
も
充

実
し
ま
し
た
。

三
郷
温
に
あ
る
古
民
家
を
利
用
し

た
や
す
ら
ぎ
空
間
施
設
（
旧
こ
む
ぎ

亭
）
も
「
旬
彩
庵
ふ
る
や
」
と
し
て

メ
ニ
ュ
ー
を
一
新
。
4
月
29
日
に
再

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ほりでーゆ～四季の郷：改装した浴場（左）車イスでも利用でき
る客室（右上）施設の内覧会が４月 25 日行われた（右下）

■
九
州
に
交
流
の
輪
が
広
が
る 

福
岡
市
へ
公
式
訪
問
団

■
団
員
が
活
動
し
や
す
い
組
織
を
検
討 

第
３
期
消
防
委
員
会
委
員
委
嘱

友
好
交
流
都
市
福
岡
市
へ
の
公
式

訪
問
団
（
団
長 

宮
澤
市
長
ほ
か
53 

人
）
が
5
月
2
～
4
日
、
現
地
を
訪

問
し
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
は
、
昨
年
9
月
に

全
国
安
曇
族
サ
ミ
ッ
ト
で
本
市
を
訪

れ
た
髙
島
宗
一
郎
福
岡
市
長
の
招
き

に
よ
る
も
の
で
、
訪
問
団
は
「
第
51

回
博
多
ど
ん
た
く
港
ま
つ
り
」
パ
レ

ー
ド
の
参
加
や
安
曇
野
よ
さ
こ
い
踊

り
連
の
演
舞
を
披
露
し
安
曇
野
を
Ｐ

Ｒ
。
東
区
の
皆
さ
ん
と
も
交
流
し
ま

し
た
。

パ
レ
ー
ド
で
は
、
安
曇
野
市
の
名

が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
る
と
沿
道
の
皆

さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
と
声
援
が
送

市
消
防
団
の
待
遇
や
消
防
施
設
の

整
備
な
ど
を
審
議
す
る
市
消
防
委
員

会
を
4
月
24
日
、
豊
科
総
合
支
所
で

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
宮
澤
市
長
か
ら
12
人
の
委

員
に
委
嘱
書
が
手
渡
さ
れ
た
後
、
委

ら
れ
、
市
訪
問
団
の
皆
さ
ん
も
大
き

く
手
を
振
り
応
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
物
産
展
で
は
安
曇
野

の
ワ
サ
ビ
な
ど
の
販
売
や
り
ん
ご
の

抽
選
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

福
岡
市
東
区
と
の
交
流
は
、
古
代

「
安（
阿
）曇
族
」
の
つ
な
が
り
か
ら

平
成
元
年
に
旧
穂
高
町
と
の
間
で
始

ま
り
ま
し
た
。
平
成
3
年
か
ら
は
毎

年
、
小
中
学
生
の
相
互
訪
問
を
通
じ

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

市
で
は
今
後
、
民
間
交
流
や
農
産

物
の
紹
介
、
観
光
振
興
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
の
交
流
を
通
じ
て
同
市

と
の
友
好
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

員
長
に
は
元
市
消
防
団
副
団
長
の
中

野
博
夫
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
市

と
な
っ
て
3
期
目
と
な
る
同
委
員
会

で
は
、
近
年
、
火
災
以
外
の
災
害
で

も
消
防
団
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
一

方
で
、
団
員
数
が
不
足
し
て
い
る
実

情
を
踏
ま
え
、
分
団
・
部
の
再
編
成

と
い
っ
た
消
防
団
組
織
の
見
直
し
な

ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

中
野
委
員
長
は
、「
団
員
が
活
動

し
や
す
く
な
る
よ
う
力
を
尽
く
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

志賀島金印太鼓の皆さんとの交流（左）観光物産展（右）市消防委員会（４月 24 日豊科総合支所）

よさこい演舞披露前にあいさつをする宮澤市長（左）博多駅前通りのパレードで
安曇野を PR（右）

５月連休中、訪れた観光客でにぎわう情報
センター

ほ
り
で
ー
ゆ
～
四
季
の
郷

　
（
73・８
５
０
０ 

73・８
５
０
１
）

旬
彩
庵
ふ
る
や

（
76・０
１
８
８ 

76・０
１
７
７
）
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市内で早起き野球が開幕しました。このう
ち三郷早起き野球連盟（百瀬久幸会長）では
4 月 22 日、三郷小倉グラウンドで 42 回目と
なる今季の開幕式を行いました。ユニホーム
姿で勢ぞろいした登録 9 チームの選手代表 70
人がグラウンドを行進し、野球シーズンの到
来を告げました。百瀬会長は「健康と親睦

ぼく

を
大切に、応援してくれる家族に感謝しつつ、
全力でプレーをしましょう」と選手を激励し
ました。選手を代表して 1 回目から出場して
いる小倉球友の増田正人さん（74・三郷小倉）
が力強く選手宣誓をしました。

「親子のためのコンサート 2012 春」が 4 月
22 日、自然体験交流センター「せせらぎ」ホー
ルで行われました。このコンサートは、昨年
市内で行われたチャリティーコンサートを
きっかけに結成された安曇野交響楽団が、子
どもたちにクラシック音楽を身近に感じても
らおうと初めて企画・運営しました。この日
は、同楽団によるアンサンブル演奏のほか、
明科高校吹奏楽部が特別出演し、アニメソン
グ「トトロファンタジー」「崖の上のポニョ」
などを演奏し、子どもから大人まで約 50 人
が聞き入りました。同楽団の米山秀樹代表は

「多くの人が音楽を楽しみ、こうした機会を
きっかけに安曇野に音楽文化が一層広がって
いってほしい」と話していました。

4/22　早起き野球が開幕

4/22　親子のためのコンサート2012 春

球春到来！健闘を誓い合う

クラシック音楽を子どもたちに

市内で活躍する音楽家の演奏を気軽に楽しめるロ
ビーコンサートが 5 月 3 日、穂高交流学習センター「み
らい」エントランスホールで開催されました。今回の
出演は、明科在住の「二

に こ

胡」奏者 周
しゅうせいしん

世辛さん。「早春
賦」「さくらさくら」などのなじみのある楽曲をはじめ、

「賽
サイマー

馬」など二胡を代表する楽曲、合わせて 12 曲を演
奏しました。人の声に近い楽器と言われる中国の伝統
楽器「二胡」の繊細さの中に力強さを感じさせる独特
の響きと、豊かな表現力で紡がれる大陸的な音楽の世
界が会場に広がりました。夕暮れ時のひととき、親子
連れなど、ロビーに集まった約 140 人の観客は、叙情
的な二胡の音色に耳を傾けていました。コンサートに
訪れた立石幸子さん（穂高）は「二胡の音色は心の中
に静かに入ってくる感じがします。機会があれば習っ
てみたいです」と話してくれました。

関連イベントとして、日中国交正常化 40 周年に合
わせ、東京大学名誉教授の福武直さん（故人）が中国
訪問の際に収集し、旧穂高町に寄贈された資料を 6 月
19 日まで交流ギャラリーに展示しています。硯、印章、
筆筒、筆洗などの書画の道具や水墨画をご覧ください。

5/3　「みらい」トワイライト ロビーコンサート

二胡の奏
かな

でる音色につつまれて

県の森
も り

林の里親促進事業による契約記念式典と植樹
が 4 月 29 日、長峰山森林体験交流センター「天平の森」

（明科光）で開催されました。
この事業は県が仲介し、市などが所有する森林を森

林保全に力を入れる企業が里親となり一緒に整備して
いくものです。今回、里親となったのは長野朝日放送
㈱（菊地誠一代表取締役社長・長野市）で、市が所有し、
NPO 法人「森倶楽部 21」が管理する天平の森周辺の
森林 3㌶を 2 年間、下草刈りなどの活動を通じて里山
の再生に取り組みます。式典で菊地社長は「植樹に参
加した子どもたちが数十年後の森づくりを担ってほし
い」と期待を込めました。

式典後、市内の小学生や県内外からの親子連れなど
100 人が、クヌギの苗木とオオムラサキの食樹となる
エノキの苗木、各 150 本を植樹しました。家族と参加
した西澤柚

ゆ ず き

希くん（豊科田沢）は「早く育ってチョウ
や生き物がたくさん集まる森になってほしい」と森の
成長を楽しみにしていました。

4/29　森
も り

林の里親促進事業記念植樹

生き物がたくさん集まる森に

松本消防協会（会長 牛山忠松本市消防団
長）は 4 月 22 日、消防ポンプ操法大会に向
けた講習会を三郷文化公園グランドで開き、
市や近隣の各消防団団員など 600 人が参加
しました。県消防学校、松本広域消防局の
講師が、見本となる団員を使い消防ポンプ
操法に必要な動作やポンプや器具の正確な
操作の注意点を説明すると、受講者は熱心
にメモを取っていました。各消防団の大会
を勝ち抜いた代表チームは、7 月 1 日に同会
場で開催される松本消防協会ポンプ操法大
会に出場します。

第 22 回長野県市町村対抗駅伝競走大会が
4 月 30 日、松本城太鼓門前から松本平広域
公園陸上競技場までの 8 区間（38.5㌔）で行
われました。大会には、県内の 59 チームが
参加。安曇野市は、全員が安定した走りを
見せ、総合 6 位入賞を果たしました。

この日は、第 8 回長野県市町村対抗小学
生駅伝競走大会も同時に行われ、60 チー
ムが参加。市内の小学生男女各 2 人の選手
は、家族や友だちの声援を受けながら 1.5㌔
のコースを元気に駆け抜けました。結果は、
総合 22 位の力走でした。

4/22　松本消防協会ポンプ操法講習会

4/30　市町村駅伝大会

安全・正確な操作方法を学ぶ

たすきでつなぐ仲間との絆
きずな
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安曇野市教育委員会

生涯学習生涯学習・図書館

平
成
25
年
の
成
人
式
を
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。

●
日
時　

平
成
25
年
１
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
（
予
定
）

●
場
所　

安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

●
対
象
者　

平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
市

内
の
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
人
、
も
し

く
は
市
外
の
中
学
校
等
を
卒
業
後
転
入

し
、
平
成
24
年
10
月
１
日
現
在
市
内
に
住

所
を
有
す
る
人
。
対
象
者
に
は
11
月
上
旬

に
案
内
状
を
発
送
し
ま
す
。

●
実
行
委
員
の
募
集　

対
象
者
の
中
か
ら
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
自
ら
の
手
で
企

画
・
運
営
し
、
思
い
出
に
残
る
成
人
式
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
。
申
し
込
み
、
問
い
合

わ
せ
は
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
ま
で
。

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
と
は
、「
ゆ
っ
く
り

歩
き
」
と
「
は
や
歩
き
」
を
交
互
に
繰
り
返

す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

●
期
間　

６
月
か
ら
12
月
ま
で
（
第
１
回
は

６
月
21
日
（
木
）
を
予
定
）

●
場
所　

穂
高
総
合
体
育
館

●
対
象
・
定
員　

平
成
24
年
4
月
１
日
現
在

で
、
50
歳
以
上
の
人
。
定
員
は
50
人
。

●
参
加
費　

６
０
０
０
円
（
血
液
検
査
代
）

●
申
し
込
み　

６
月
11
日
（
月
）
午
後
５
時

ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
抽
選
会　

６
月
13
日
（
水
）
午
後
２
時
～

明
科
総
合
支
所
（
観
覧
可
）

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
体
験
会

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
に
興
味
が
あ
る
人
を

対
象
に
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
７
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら

正
午
ま
で

●
場
所　

穂
高
総
合
体
育
館

●
服
装　

運
動
着
・
室
内
用
運
動
靴

●
申
し
込
み　

5
月
31
日
（
木
）
午
後
5
時

ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る
市
民
が
一
堂
に
会

し
、
交
流
を
深
め
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図
る

た
め
、
第
３
回
安
曇
野
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
を

開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
、

ご
観
覧
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
総
合
開
会
式
》

●
期
日　

６
月
24
日
（
日
）

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館

●
内
容　

開
会
式
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
・
体

力
測
定
な
ど

《
種
目
別
競
技
会
》

●
開
催
期
日　

7
月
～
12
月

●
競
技
種
目　
（
予
定
） 

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、

硬
式
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

卓
球
、
空
手
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
、
弓
道
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
軟
式
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

柔
道
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ワ
ン
バ
ウ

ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
、
剣
道
、
フ
ッ

ト
サ
ル

●
開
催
要
項　

種
目
ご
と
の
開
催
期
日
や
会

場
な
ど
を
明
記
し
た
要
項
は
、
各
地
域
公

民
館
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
産
地
消
に
こ
だ
わ
り
健
康
づ
く
り
に
つ

な
が
る
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
今
話
題

の
塩
麹
（
こ
う
じ
）
を
使
っ
た
料
理
を
一
品

加
え
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
ぜ
い
た
く
な
ラ
ン
チ

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

第
１
回　

６
月
９
日
（
土
）

第
２
回　

７
月
21
日
（
土
）　

午
前
９
時

30
分
～
午
後
１
時

●
場
所　

明
科
公
民
館　

調
理
実
習
室

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
講
師　

Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
生
活
文
化

担
当　
　

臼
井　

真
智
子
さ
ん

●
調
理
内
容　

夏
野
菜
を
使
っ
た
料
理
で
、

塩
麹
は
、
手
作
り
麹
を
使
用
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

●
参
加
費　

各
回
と
も
１
０
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

●
申
し
込
み　

５
月
30
日
（
水
）
午
前
９
時

か
ら
31
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

市
の
振
興
作
物
の
ひ
と
つ
「
黒
豆
」
栽
培

を
学
び
ま
す
。
秋
に
枝
豆
を
味
わ
い
、
冬
に

は
黒
豆
豆
腐
・
黒
豆
ご
飯
な
ど
の
料
理
講
習

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
日
程　

第
１
回
「
土
づ
く
り
」
６
月
７
日

（
木
）
午
前
10
時
～
正
午　

第
２
回
以
降

の
予
定　

６
月
中
旬「
種
ま
き
」７
月「
土

寄
せ
」
９
月
「
枝
豆
収
穫
」
11
月
～
12
月

「
収
穫
～
乾
燥
」・「
黒
豆
料
理
講
習
」

※
主
に
平
日
の
午
前
中
に
実
施
（
料
理
講
習

は
休
日
）
そ
の
他
、
随
時
管
理
作
業
を
行

い
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
非
農
家
の
人
で
、
年

間
通
し
て
参
加
で
き
る
人

●
受
講
料　

１
回
当
た
り
２
０
０
円　

種
・

肥
料
・
料
理
材
料
等
の
経
費
は
別
途

●
定
員　

８
人
（
先
着
順
）

●
会
場　

堀
金
下
堀
・
田
圃(

た
ん
ぼ)

集

会
場
ほ
場
な
ど

●
申
し
込
み　

５
月
28
日
（
月
）
～
６
月
１

日(

金)

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
の
間

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

英
字
新
聞
を
利
用
し
て
エ
コ
バ
ッ
ク
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
親
子
一
緒
（
子
ど
も

は
小
学
生
以
上
）
で
の
ご
参
加
も
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

●
日
時　

６
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

か
ら

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら

い
」
グ
ル
ー
プ
研
究
室

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料　

●
申
し
込
み
方
法　

５
月
29
日
（
火
）
～
６

月
６
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
中
央
図
書
館
へ
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

絵
た
よ
り
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者

大
歓
迎
で
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
21
日
・
７
月
19
日
・
８
月
23

日
・
９
月
20
日
・
10
月
25
日
（
各
回
木
曜

日
）
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

●
野
外
実
習　

９
月
20
日　

三
郷
地
域
で
野

外
ス
ケ
ッ
チ
を
予
定

●
場
所　

三
郷
公
民
館　

実
習
室
ほ
か

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
講
師　

日
本
絵
手
紙
協
会
会
員　

　
　
　

堀
内　

征
二
さ
ん

●
申
し
込
み　

６
月
５
日
（
火
）
午
前
８
時

30
分
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

農
業
体
験
講
座

黒
豆
塾
受
講
者
の
募
集

堀
金
公
民
館

72
・
５
７
９
６ 

72
・
５
８
０
１

中
央
図
書
館
講
座

エ
コ
バ
ッ
ク
を
つ
く
ろ
う

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

平
成
25
年
成
人
式
日
程
と

実
行
委
員
の
募
集

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５ 

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速そ

く
ほ歩
体
験
講
座

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

第
３
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

信州安曇野薪能に出演する
小・中学生を募集

教育委員会　文化課文化振興係
462・3090 662・3525

ロビーコンサート
出演者募集
穂高交流学習センター「みらい」

481・3111 682・0966

第 22 回信州安曇野薪能が８月 18 日（土）に開催
されます。実行委員会では、連

れんぎん

吟（一緒に謡
ようきょく

曲をう
たうこと）・仕

し ま い

舞（舞を舞うこと）に出演する小・中
学生を募集します。

●応募資格　市内在住の小・中学生で、全日程に参
加できること。練習の参加には保護者の送迎が必
要です。

●練習日　６月 23 日（土）・７月 22 日（日）・８
月３日（金）・４日（土）・５日（日）・10 日（金）
11 日（土）土・日曜日は午前９時 15 分から。金
曜日は午後６時から。８月 17 日（金）夜は舞台リ
ハーサル。この他に２回ほど練習を予定。

●練習場所　明科公民館講堂（予定）
●講師　青木道

みちよし

喜さん
●その他　出演者には薪能の招待券を２枚提供しま

す。当日の衣装（浴衣等）は参加者負担となります。
●申し込み　６月 11 日（月 ) 必着で文化課に備え付

けの申込書に必要事項を記入の上、お申し込みく
ださい（電話、ファクスなどでも可）。

地
産
地
消
で
お
い
し
い
ラ
ン
チ

明
科
公
民
館

62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４

絵
た
よ
り
講
座

三
郷
図
書
館

76
・
３
０
７
８ 

76
・
３
０
７
７

穂高交流学習センター「みらい」のエントラ
ンスホールで開催する「ロビーコンサート」（第
２回～第５回）に出演していただける人を募集
します。プロ・アマは問いません。多くの皆さ
んのご応募をお待ちしています。
●応募資格　現在演奏活動をされている市内在

住または在勤の個人、およびその個人を含む
団体とします。

●演奏日時　（各回、観覧無料）　第２回８月４
日（土）午後６時～７時　第３回 10 月６日（土）
第４回平成 25 年１月 19 日（土）　第５回 ３
月２日（土）（第３回～５回は、各回、正午～
午後１時）

●募集人数　各回１個人または１団体
●申し込み方法　出演申込書及び録音物を郵送

または持参してください（募集要項・申込書は、
穂高交流学習センター「みらい」、豊科交流学
習センター「きぼう」にて配布、市ホームペー
ジからもダウンロードできます）。

●申込締め切り　（必着）第２回６月 20 日（水）
第３回８月 22 日（水）第４回 11 月 27 日（火）
第５回平成 25 年１月 15 日（火）
申込先：〒 399-8303 安曇野市穂高 6765-2
　　　　穂高交流学習センター「みらい」

●審査結果　応募者全員に郵送にて通知します。
詳しくは、募集要項をご覧ください。
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Public Library

図書館

市
で
は
、
図
書
館
の
運
営
に
関
し
、
館
長

の
諮
問
に
応
ず
る
と
と
も
に
、
図
書
館
の
行

う
図
書
館
奉
仕
に
つ
い
て
館
長
に
意
見
を
述

べ
る
機
関
と
し
て
、「
安
曇
野
市
図
書
館
協

議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
協
議
会
は
教
育
委
員
会
が
任
命
す
る

15
人
以
内
の
委
員
で
組
織
さ
れ
、学
校
教
育
・

社
会
教
育
の
関
係
者
、
家
庭
教
育
の
向
上
に

資
す
る
活
動
を
行
う
者
、
学
識
経
験
者
で
構

成
さ
れ
ま
す
。
次
の
と
お
り
委
員
の
募
集
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
募
集
人
員　

５
人　

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま

た
は
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人
で
年
３
回

程
度
、
平
日
に
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席

で
き
る
人
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
人
を

除
き
ま
す
。

① 

国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

② 

常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公
務
員

③ 

市
の
附
属
機
関
等
の
公
募
に
よ
る
委
員

④ 

市
税
の
滞
納
が
あ
る
人

●
任
期　

平
成
24
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
26

年
６
月
30
日
ま
で

●
申
込
期
限　

６
月
15
日
（
金
）
必
着

●
応
募
方
法　

①
委
員
応
募
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
各
図

書
館
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

②
次
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
小
論
文
（
８
０
０

字
程
度
。
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）
を
応
募

申
込
書
に
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
還
し
ま
せ

ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
テ
ー
マ
「
安
曇
野
市
図
書
館
に
期
待
さ
れ

る
役
割
に
つ
い
て
」

●
選
考
方
法　

申
込
書
に
よ
る
書
類
選
考
お

よ
び
小
論
文
の
内
容
選
考
を
行
い
、
後
日

結
果
を
通
知
し
ま
す
。

●
応
募
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先　

〒
３
９
９‐

８
３
０
３
安
曇
野
市
穂
高
６
７
６
５
番
地
２

　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
内

中
央
図
書
館　

文
化
課 
図
書
館
係

お
す
す
め
の
一
冊

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
革
命

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ウ
ェ
ブ
の
時
代

著
者　

加
藤　

敏
春

長
野
県
は
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
太
陽

光
、
水
力
、
風
力
、
地
熱
等
の
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
＊
賦ふ
ぞ
ん
り
ょ
う

存
量
が
比
較
的
豊
か
で
、
以
前

か
ら
有
効
利
用
の
試
み
が
進
め
ら
れ
、
昨
年

の
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

に
直
面
し
て
、
地
域
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
想
定
し
た
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
（
次
世
代
送
電
網
）
シ
ス
テ
ム

が
あ
る
事
を
知
り
、
文
献
等
を
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
中
央
図
書
館
の
新
刊
書
コ
ー
ナ
ー

に
本
書
を
見
つ
け
早
速
読
ん
で
み
ま
し
た
。

本
書
に
は
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
概
念

か
ら
、
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
の
姿
と
波
及
効

果
、
さ
ら
に
国
内
外
の
実
証
・
展
開
の
事
例

と
課
題
等
が
幅
広
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
章
に
分
か
り
や
す
く
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら

れ
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
目
を
通
さ
れ
て
も

良
い
か
と
思
い
ま
す
。
電
力
需
給
の
ウ
ェ
ブ

化
の
流
れ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に

向
け
て
、
近
い
将
来
に
避
け
て
通
る
事
の
で

き
な
い
事
象
と
思
わ
れ
ま
す
。

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

安
曇
野
市
図
書
館
協
議
会

委
員
の
募
集

文
化
課
図
書
館
係

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

図書館映画上映会（入場無料）
「にんじん」2003 年 フランス作品

日本語吹き替え、字幕あり

●日時  8日（金）開場  18：30  上映  19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

　　　おりがみの部屋
中央図書館　●日時　20 日（水）16：15 ～
　　　　　　●場所　中央図書館おはなしのへや
堀金図書館　●日時　27 日（水）16：15 ～
　　　　　　●場所　堀金図書館児童コーナー

◇中央図書館　おはなしのとびら
　中央図書館おはなしのへや
　6・13・20 日（各水曜日）
 10：30 ～（乳幼児対象）
◇中央図書館　おはなしとしょかん
　中央図書館おはなしのへや
　16 日（土） 10：30 ～（乳幼児対象）
 11：20 ～（幼児以上対象）

◇豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　豊科図書館多目的室
　15 日（金） 11：00 ～（乳幼児対象）
◇豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　豊科図書館多目的室
　15 日（金） 16：30 ～（幼児以上対象）
◇三郷図書館　ポケットの会
　三郷公民館児童室
　 9 日（土） 10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇堀金図書館　おはなしのへや
　堀金図書館児童コーナー
　13 日（水） 10：30 ～（乳幼児対象）
　19 日（火） 16：20 ～（幼児以上対象）
◇明科図書館　ひまわりおはなし会
　明科図書館内おはなしの部屋
　23 日（土） 11：00 ～（乳幼児以上対象）

ドキドキ・ワクワクお話の世界

Event Information

詳しい内容は各施設等へお問い合わせください。

豊科近代美術館 豊科交流学習センター「きぼう」

碌山公園研成ホール

豊科公民館

貞享義民記念館

第 12 回バラ祭り
　美術館庭園に咲く約 500 種、1000 本のバラが 5 月下
旬から6月中旬に見ごろを迎えます。各種イベントのほか、
館内では春の特別展「日本の近代絵画展」を開催中ですの
で、お楽しみください。
●会　期　5 月 26 日（土）～ 6 月 3 日（日）
関連行事
□バラの苗販売　
●日　時　5 月 26 日（土）、27 日（日）9：00 ～
●場　所　美術館庭園
□バラの手入れ講習会
●日　時　6 月 3 日（日）13：30 ～
●講　師　造園家　進藤健さん
□バラ祭りコンサート
　「日本の洋楽流入史ギターときどきウクレレ」

ギター・ウクレレ・マンドリン奏者の棟居淳さんをお招きし、恒例
となったバラ祭りコンサートを開催します。

●日　時　6 月 2 日（土）
13：30 開場　14：00 開演

●場　所　美術館多目的ホール
●料　金　入館券が必要で、申し込みは不要です。
●演奏曲　花（滝廉太郎）、あほ空（Ｗ・ドナルドソン）、銀座カンカ

ン娘（服部良一）、ジュ・トゥ・ヴ（Ｅ・サティ）など

「前期古文書歴史講座」
参加者の募集

平成 24 年度前期講座全 4 回を次のとおり開講します。
本年度のテーマは「水野家の農民統制のあり方」です。古
文書の読み解きとともに、江戸時代の社会や人々の考え方
も学んでみませんか。
●日　時　① 6 月 7 日 ② 6 月 21 日
　　　　　③ 7 月 5 日 ④ 7 月 19 日
　　　　　（各木曜日）いずれも 13：30 ～ 15：30
●場　所　記念館研修室
●講　師　中川 治雄さん（歴史研究家）
●受講料　無料（資料は館で用意します。）
●持ち物　筆記用具
●申し込み　事前の申し込みは不要です。開講時刻前に来

館してください。２回目以降からの参加もできます。

473・5638 673・6320 471・4033 673・1802

4682・0769

472・2158 673・6401

477・7550 677・7551

豊科郷土博物館　臨時休館のお知らせ
　館内くんじょう（収蔵資料の防虫）作業のため、６月 5
日（火）・６日（水）の２日間を臨時休館します。
問豊科郷土博物館　4672・5672

河野義行氏講演会＆「日本の黒い夏　冤罪」上映会
　松本サリン事件の第一通報者であり、事件の有力な容疑
者とみなされ報道被害を受けた河野義行氏に当時の様子
や、この事件をモデルとした映画を制作した熊井啓監督と
の思い出などについて講演いただきます。講演会終了後に、
映画「日本の黒い夏　冤罪」の上映会を行います。
●日　時　６月 30 日（土）
　講演会13：30～（約1時間）　上映会14：30～（約2時間）
●会　場　多目的交流ホール
●定　員　200 人（全席自由）
●入場料　500 円
●入場券販売　豊科交流学習センター「きぼう」2 階受付

で、5 月 29 日（火）から販売します。定員になり次第
締め切ります。

安曇野美術会主催「裸婦写生会」参加者の募集
画材（会場でも販売します）は自由ですので、気軽に参

加してください。
●日　時　6月8日（金）～10日（日）9：00～16：30
●参加費　5,000 円
●定　員　10 人
●責任者　小山英一さん

美術講座「手軽にできる 銅版画入門」参加者の募集
　気軽にできる銅版画の楽しさをみんなで味わいます。
●日　時　6月10日（日）・24日（日）・7月8日（日）・22日（日）
　　　　　隔週日曜日 （全4回） 9：00～12：00
●参加費　2,000 円～ 3,000 円（銅版代含む）
●定　員　10 人
●講　師　久保田一夫さん
美術講座「テラコッタ制作（全７回）」参加者の募集

テラコッタ粘土（素焼き）を使って人物の頭像を制作し
ます。素材の持つ素朴さが表現できます。
●日　時　6月5日～7月17日（毎週火曜日）18：30～20：30
●講　師　柳澤 廣さん
●定　員　10 人
●受講料　4,000 円（粘土・焼成代を含む）

研成ホール美術講座作品展
平成 23 年度研成ホールの美術講座で制作された作品の

中から、彫刻、水彩画、油彩画、テラコッタ等を展示します。
●日　時　6月１日（金）～５日（火）9：00～17：00
　　　　　（最終日は 15：00 まで）
●入場料　無料

第 14 回豊科地域コーラスグループ交流発表会
14 回目を迎える豊科地域の交流発表会です。皆さんお

誘いあわせてお出掛けください。
●日　時　6 月 9 日（土）
　　　　　13：00 開場　13：30 開演　15：30 閉演
●場　所　豊科公民館ホール
●内　容　コーラスグループ発表（8 団体）
　　　　　全員合唱（ビリーブ、四季の歌など）
●入場料　無料

紹介する人

樋口 嘉
か い ち

一 さん
（穂高・有明）

＊
賦
存
量
：
理
論
的
に
算
出
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

量
で
、
種
々
の
制
約
要
因
（
土
地
用
途
、
利
用
技
術
、

法
令
、
施
工
性
等
）
を
考
慮
し
な
い
も
の
。

6 月のイベント
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします。

消
防
法
で
一
定
規
模
以
上
の
防
火
対

象
物
に
対
し
て
選
任
等
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
防
火
管
理
者
の
講
習
会
で
す
。

●
開
催
日　

6
月
28
日
・
29
日
（
2
日

間
の
受
講
が
必
要
）

●
場
所　

堀
金
公
民
館

●
申
し
込
み　

5
月
28
日
か
ら
受
け
付

け
開
始
。
受
講
対
象
者
や
受
け
付
け

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
消

防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

計
量
法
に
基
づ
き
有
効
期
間
満
了
と

な
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
作
業

を
7
月
か
ら
順
次
行
い
ま
す
。
作
業
は

市
か
ら
委
託
さ
れ
た
作
業
員
が
市
の
腕

章
を
着
用
の
上
、
敷
地
内
に
立
ち
入
り

行
い
ま
す
。
作
業
は
無
料
で
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
お
願
い　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上

に
車
両
（
障
害
物
）
な
ど
が
あ
る
と

作
業
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
取
替
対
象　

平
成
16
年
度
に
取
り
付

け
た
水
道
メ
ー
タ
ー

●
作
業
期
間　

7
月
～
11
月
末
（
7
月

明
科
地
域
・
8
月
三
郷
地
域
・
9
月

豊
科
地
域
・
10
月
穂
高
地
域
・
11
月

堀
金
地
域
）

市
消
防
団
で
は
、
消
防
技
術
向
上
を

目
的
と
し
た
恒
例
の
ポ
ン
プ
操
法
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
ポ
ン
プ
操
法
は
消
防

活
動
に
必
要
な
規
律
を
備
え
た
上
で
の

安
全
性
、
迅
速
性
・
確
実
性
を
競
い
合

う
大
会
で
す
。
各
分
団
か
ら
選
抜
さ
れ

た
選
手
の
皆
さ
ん
が
、
仕
事
の
傍
ら
練

習
に
励
ん
で
き
た
訓
練
の
成
果
を
発
揮

し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

車
で
お
出
掛
け
の
場
合
は
、
現
地
誘
導

員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

6
月
3
日
（
日
）

　

午
前
8
時
30
分
～
正
午

●
場
所　

王
子
チ
ヨ
ダ
コ
ン
テ
ナ
ー
敷

地
内
（
豊
科
）

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします。

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

投
票
で
き
る
人

耕
作
面
積
な
ど
の
所
定
の
要
件
を
備

え
、
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

立
候
補
予
定
者
説
明
会

●
日
時　

6
月
7
日（
木
）午
後
2
時
～

●
場
所　

堀
金
公
民
館
講
堂

※
立
候
補
予
定
者
１
人
に
つ
き
２
人
以

内
で
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

立
候
補
届
出
書
類
な
ど
の
事
前
審
査

●
日
時　

6
月
15
日
（
金
）
午
前
9
時

30
分
～

※
立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
受
付
順
に

よ
り
時
間
指
定
と
な
り
ま
す
。

●
場
所　

堀
金
公
民
館
講
堂

立
候
補
の
届
け
出

●
日
時　

6
月
24
日
（
日
）
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時

●
場
所　

堀
金
公
民
館
講
堂

市
議
会
6
月
定
例
会
を
次
の
と
お

り
予
定
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
や
委
員

会
な
ど
は
ど
な
た
も
傍
聴
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

会
期
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
議
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期
（
予
定
）
6
月
4
日
（
月
）

～
22
日
（
金
）
ま
で

●
時
間　

午
前
10
時
開
会

●
場
所　

堀
金
総
合
支
所
（
3
階
）

任
期
満
了
に
伴
う
市
農
業
委
員
会
委

員
一
般
選
挙
が
6
月
24
日
告
示
、
7
月

1
日
（
日
）
投
票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

す
。
委
員
の
任
期
は
3
年
で
、
選
挙
に

よ
り
選
ば
れ
る
委
員
の
数
は
次
の
と
お

り
で
す
。

防

消

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え

作
業
に
ご
協
力
を

問
豊
上
水
道
課
管
理
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
１
７
６
）

７
月
１
日（
日
）は
農
業
委
員
会

委
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

問
安
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（

71
・
２
０
３
１ 

72
・
９
２
６
６
）

市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

問
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

（

72･

６
７
６
９ 

72･

６
７
３
９
）

市
議
会
6
月
定
例
会

問
堀
議
会
事
務
局

（

71･

２
１
５
６ 

71･

２
１
５
０
）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

問
豊
科
消
防
署（

72･

３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（

82･

３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（

78･

２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（

62･

２
９
９
２
）

堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

道

水

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の（
4
月
25
日
発
行
）１
４
３
号

●
28
ペ
ー
ジ
裏
表
紙　

子
ど
も
発
達
支
援

相
談
室
の
フ
ァ
ク
ス
番
号

【
正
し
く
は
】 
73
・
５
７
７
５

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

挙

選
選挙区 委員定数

（人）
豊科 ９

穂高 12

三郷 ９

堀金 ６

明科 ４

合計 40

会

議

緑の募金運動（家庭募金）に
ご協力を！

市では、（公財）長野県緑の基
金が実施する「緑の募金運動」に
合わせて、5 月から 6 月にかけて
平成 24 年度緑の募金運動（家庭
募金）を行います。

これは、身近な環境の緑化、森
林の保護および健全な森林づくり
に対する理解・認識を高めるとと
もに、各種緑化や森林整備事業の
推進を目的に実施されるもので、

「学校・公園等公共施設の緑化」「み
どりの少年団の育成」「苗木、緑
化木の配布」「森林整備活動への
支援」などに使われます。

木々の呼吸は地球温暖化を防
ぎ、緑は人々の心を癒やします。
この貴重な財産を次の世代に引き
継ぐため「緑の募金」は大きな役
割を果たしています。皆さまの募
金が健全な森林づくり、子供たち
の緑化教育につながります。

こうした趣旨に賛同いただき、
「緑の募金」にご協力をお願いし
ます。

問三耕地林務課林務担当
（477･3111 ㈹ 677･6060）
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本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

●
日
程　

１
次
試
験　

6
月
24
日（
日
）

●
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書　

市
役
所

本
庁
舎
人
事
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

地
域
支
援
課
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
を

希
望
す
る
場
合
は
１
４
０
円
切
手
を

同
封
の
上
、
左
記
へ
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可

●
受
験
受
付
期
間　

5
月
28
日（
月
）～

6
月
6
日（
水
）（
受
け
付
け
は
土
日

を
除
く
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）

●
申
し
込
み　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、左
記
ま
で
持
参
す
る
か
特

定
記
録
郵
便
な
ど
確
実
な
方
法
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。（
6
月
6
日
必
着
）

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２
‐
46

安
曇
野
市
役
所
人
事
課

来
年
4
月
に
採
用
予
定
の
松
本
広
域

連
合
消
防
職
員
（
上
級
）
の
採
用
資
格

試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
日
程　

第
１
次
試
験
6
月
24
日（
日
）

（
教
養
・
適
性
・
体
力
試
験
）

●
試
験
場
所　

教
養
試
験
：
松
本
広
域

消
防
局　

体
力
試
験
：
松
本
市
中
央

体
育
館
（
Ｍ
ウ
イ
ン
グ
）

●
試
験
案
内
・
試
験
申
込
書　

松
本
広

域
連
合
事
務
局
・
消
防
局
・
各
消
防

署
・
松
本
広
域
連
合
関
係
8
市
村
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み　

6
月
6
日
（
水
）
か
ら

10
日
（
日
）
ま
で
の
間
に
、
松
本
広

域
連
合
事
務
局
へ
本
人
が
直
接
、
試

験
申
込
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
土
・
日
曜
日
も
受
付
可
）。
試
験
案

内
等
の
郵
送
希
望
は
、
送
付
先
の
住

所
・
氏
名
を
記
載
し
た
角
2
の
返
信

用
封
筒
に
１
４
０
円
切
手
を
張
り
付

け
同
封
の
上
、
赤
字
で
「
試
験
案
内

希
望
」
と
明
記
し
て
左
記
ま
で
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
試
験
案
内
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●
請
求
先　

〒
３
９
０
‐
０
８
７
４　

松
本
市
大
手
3
丁
目
8
番
13
号

松
本
広
域
連
合
事
務
局
総
務
課

平
成
25
年
4
月
採
用
の
市
職
員
の
採

用
試
験
（
上
級
・
中
級
）
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

わがまちのセーフティーリーダー　～三郷小学校へ安曇野警察署が委嘱～

　地域の防犯意識を高めようと安曇野警察署（中村邦男署
長）は４月 13 日、三郷小学校（山岸彰校長）で本年度の

「わがまちのセーフティーリーダー」の委嘱式を行いまし
た。中村署長と関係団体の役員からクラスの代表児童へ委
嘱状とリーダーの証しとなる赤い帽子が手渡されました。
中村署長は「大きな声であいさつをしてほしい。下級生の
良いお手本となってほしい」と呼び掛けました。委嘱され
た 5 クラス 164 人の 6 年生は、それぞれが帽子を手にし、
地域の防犯や交通事故防止への意識を高めました。

ず
い
て
い
る
児
童
の
勉
強
を
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
指
導
し
て
い
た
だ
け
る
人
を

募
集
し
ま
す
。

放
課
後
学
習
室
に
つ
い
て

●
期
日　

6
月
～
3
月　

毎
週
水
曜
日

の
放
課
後　

午
後
3
時
～
4
時
こ
ろ

●
場
所　

市
内
各
小
学
校

●
対
象　

高
学
年
児
童

●
参
加
児
童　

各
校
20
人
く
ら
い

●
内
容　

児
童
が
算
数
や
国
語
を
中
心

に
、
分
か
ら
な
い
所
を
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
個
人
学
習
す
る
。

指
導
者
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
つ
い
て

●
資
格
等　

年
齢
や
性
別
、
教
員
免
許

や
学
習
指
導
の
経
験
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
。

●
指
導
内
容
等　

学
習
に
つ
ま
ず
い
て

い
る
高
学
年
の
児
童
の
、
主
と
し
て

算
数
や
国
語
の
学
習
支
援
。
子
ど
も

達
か
ら
質
問
を
受
け
た
り
、
分
か
ら

な
い
こ
と
を
聞
き
出
し
た
り
し
て
、

一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
理
解
を
よ
り

確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
の
支
援
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
応
募
方
法　

教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。
放
課
後
学

習
室
や
、
児
童
へ
の
学
習
支
援
の
内

容
や
方
法
な
ど
を
理
解
い
た
だ
い
た

上
で
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
登
録
い
た
だ
き
ま
す
。

国
の
制
度
改
正
に
伴
い
、4
月
か
ら

子
ど
も
手
当
が
児
童
手
当
に
変
わ
り
ま

し
た
。3
月
末
現
在
、子
ど
も
手
当
の
受

給
者
は
、
引
き
続
き
児
童
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。な
お
、6
月
分
か
ら
「
夫
婦

子
ど
も
2
人
で
年
収
９
６
０
万
円
」
を

基
準
に
所
得
制
限
が
導
入
さ
れ
る
の
で

受
取
額
が
変
わ
る
家
庭
も
あ
り
ま
す
。

●
支
給
額

所
得
制
限
額
未
満
で
あ
る
者

・
0
歳
～
3
歳
未
満　

１
万
5
千
円

・
3
歳
～
小
学
校
修
了
前　

１
万
円

　
（
第
3
子
以
降
は
１
万
5
千
円
）

・
中
学
生　

１
万
円

所
得
制
限
額
以
上
で
あ
る
者

・
0
歳
～
中
学
生　

5
千
円

●
支
給
月　

6
月
、
10
月
、
2
月
の
15
日
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
の
4
カ
月
分
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
現
況
届
を
6
月
上
旬
に
送
付
し
ま

す
。
受
給
者
は
内
容
を
ご
確
認
の

上
、
6
月
末
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

保
育
園
で
園
児
と
一
緒
に
遊
ん
で
い

た
だ
け
る
通
称「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
先
生
」

を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

60
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
健
康
で
子
ど

も
が
好
き
な
人

●
協
力
期
間　

7
月
1
日
～
平
成
25
年

3
月
31
日（
１
カ
月
の
内
20
日
程
度
）

●
協
力
時
間　

午
前
9
時
～
正
午

●
謝
礼　

１
日
当
た
り　

２
１
５
０
円

●
協
力
し
て
い
た
だ
く
園　

明
科
南
保

育
園
、
豊
科
南
部
保
育
園
、
有
明
あ

お
ぞ
ら
保
育
園

●
応
募
方
法　

6
月
6
日
（
水
）
ま
で

に
、
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
児
童

保
育
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
面
接
日
時
・
場
所　

6
月
18
日（
月
）

午
前
10
時 

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

「
勉
強
が
分
か
ら
な
く
て
、
困
っ
て

い
る
」「
分
か
ら
な
い
所
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
た
ら
、
ま
す
ま
す
分
か
ら
な

く
な
っ
て
き
た
」
な
ど
、
学
習
に
つ
ま

学校とボランティアをつなぐ地域コーディネーター
学校の希望する活動に対して、地域の人にボランティアを依頼し、学校と地域住民を結び付ける学校支援

地域本部の地域コーディネーターを紹介します。

問明学校教育課（市学校支援地域本部）
　（462･3001 ㈹ 662･5721）

試験の
種類

試験
区分

採用
人員

（予定）
受験資格

上級
（大学卒

業程度）

行政 20 人
程度

昭和 57 年 4 月 2 日から平成 3 年 4 月 1 日までに生まれた人で、
大学卒業程度の学力を有する人

土木 1 人
程度

昭和 57 年 4 月 2 日から平成 3 年４月１日までに生まれた人で、大
学卒業程度の学力を有する人で、土木の専門課程を卒業または平成
25 年 3 月までに卒業見込みの人

中級

保育士 ３人
程度

昭和 58 年 4 月 2 日から平成 5 年 4 月 1 日までに生まれた人で、
保育士および幼稚園教諭の資格を有する人（平成 25 年 3 月までに
取得見込みの人を含む）

保育士
（経験者）

３人
程度

昭和 48 年 4 月２日から昭和 58 年４月１日までに生まれた人で、
保育士および幼稚園教諭の資格を有し、保育園（無認可を除く）、
幼稚園（無認可を除く）または児童養護施設において保育士または
幼稚園教諭として平成 24 年３月 31 日時点で５年以上の職務経験
を有している人

豊科南小学校 三
み は ら

原　壽
と し お

雄
豊科南中学校 時

と き た

田　岩
い わ え

江
豊科北小学校 倉

く ら し な

科　惠
け い こ

子
豊科東小学校 内

う ち か わ

川丈
ま す ら お

夫男
豊科北中学校 臼

う す い

井　久
ひ さ お

夫
穂高南小学校 寺

て ら ぐ ち

口　良
よ し ひ で

英
穂高西小学校 江

え ぐ さ

草　暁
あ き と

登
穂高東中学校 浅

あ さ か わ

川　恭
や す か つ

克
穂高北小学校 内

う ち や ま

山　房
ふ さ こ

子

穂高西中学校 赤
あ か ぬ ま み な こ

沼美奈子
三郷小学校 小

こ あ な

穴金
き ん ざ ぶ ろ う

三郎
三郷中学校 丸

ま る た

田　功
の り こ

子
堀金小学校 臼

う す い

井よし子
こ

堀金中学校 内
う ち だ

田みどり
明南小学校 望

も ち づ き

月みどり
明北小学校 関

せ き

　ル
る み こ

ミ子
明科中学校 三

み よ し

好さき子
こ

安
曇
野
市
役
所
職
員
の
募
集

問
本
人
事
課
職
員
担
当

（

71･

２
０
０
０
㈹ 

71･

５
１
５
５
）

保
育
協
力
員
の
募
集

問
健
児
童
保
育
課
保
育
係

（

81･

０
７
２
８ 

81･

０
７
０
３
）

「
放
課
後
学
習
室
」指
導
者
の
募
集

問
明
学
校
教
育
課
教
育
指
導
係

（

62･

３
０
０
１
㈹ 

62･

５
７
２
１
）

「
児
童
手
当
」に
変
わ
り
ま
し
た

問
健
児
童
保
育
課
児
童
係

（

81･

０
７
２
７ 

81･

０
７
０
３
）

●募集内容

●募集内容

松
本
広
域
連
合
消
防
職
員

採
用
資
格
試
験
（
上
級
）

問
松
本
広
域
連
合
事
務
局

（

34
・
３
２
５
０ 

36
・
２
５
９
１
）

試験の
種類

試験
区分

採用
人員

（予定）
受験資格

上級 消防 若干名

昭和 59 年４月
２日から平成
３年４月１日
までに生まれ
た 人 で、 大 学
卒業程度の学
力を有する人

て

育

子

（敬称略）

集

募

６年生 5クラス164人が委嘱を受けました。（6 年1組の皆さん）
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●
相
談
日
時　

6
月
14
日
（
木
）

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み　

6
月
8
日（
金
）（
土
日

は
除
く
）
ま
で
に
電
話
で
予
約
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
15
分
ま
で
の
間
）

「
行
政
相
談
」
で
は
、
国
・
県
・
市

等
の
行
政
に
対
す
る
意
見
、
要
望
な
ど

を
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
、
解

決
や
実
現
を
図
り
ま
す
。
こ
の
身
近
な

窓
口
が
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

行
政
相
談
委
員
で
す
。
各
種
手
続
き
の

仕
方
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
お

困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
程　

毎
月
各
地
域
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、毎
号「
広

報
あ
づ
み
の
」
の
各
種
相
談
コ
ー
ナ

ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
行
政
相
談
委
員　

豊
科
地
域　

萩は
ぎ
わ
ら原
哲て
つ
こ子（

72
・
７
２
６
２
）

穂
高
地
域　

松ま
つ
や
ま山　

博ひ
ろ
し（

82
・
４
９
９
６
）

三
郷
地
域　

松ま
つ
お
か岡
光み
つ
ま
さ正（

77
・
４
０
１
４
）

堀
金
地
域　

白し
ら
さ
わ澤
清き
よ
の
り則（

72
・
８
７
７
１
）

明
科
地
域　

矢や
ざ
わ澤
久ひ
さ
お男（

62
・
３
４
３
２
）

大
切
な
人
を
突
然
失
っ
た
と
い
う
、

つ
ら
く
苦
し
い
気
持
ち
を
自
由
に
語
り

合
い
、支
え
合
っ
て
い
け
る
場
と
し
て
、

松
本
あ
す
な
ろ
の
会
（
中
信
地
域
自
死

遺
族
交
流
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
守

秘
は
厳
守
。
毎
回
保
健
師
が
参
加
し
ま

す
。

●
開
催
日　

5
月
26
日
、
7
月
28
日
、

9
月
22
日
、
11
月
24
日
、
平
成
25
年

1
月
26
日
、
3
月
23
日
（
い
ず
れ
も

奇
数
月
の
第
4
土
曜
日
の
予
定
）

●
開
催
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
3
時

30
分
（
受
付 

午
後
１
時
～
）

●
場
所　

松
本
市
内
（
申
込
者
に
会
場

を
ご
案
内
し
ま
す
）

●
費
用　

１
０
０
円
（
お
茶
代
等
）

●
参
加
対
象
者　

家
族
を
自
死
で
亡
く

さ
れ
た
人
。（
自
死
さ
れ
た
人
の
親
、

配
偶
者
、
兄
弟
、
子
ど
も
）
対
象
者

以
外
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

松
本
保

健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り
支
援
課

（
40
・
１
９
３
８
）

市
で
は
民
事
法
務
協
会
の
協
力
に
よ

り
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
お
金
の
管
理
や

契
約
な
ど
に
不
安
の
あ
る
人
、
認
知
症

や
障
害
の
た
め
今
後
の
生
活
に
不
安
が

あ
る
人
、
ま
た
は
、
そ
の
ご
家
族
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内

容
の
秘
密
は
固
く
厳
守
し
ま
す
。

す
。
タ
バ
コ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
は
、
タ

バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る
発
が
ん
物
質
な

ど
を
取
り
除
く
働
き
が
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
受
動
喫
煙
で
ま
わ
り
の
人
が
吸
い

込
む
煙
の
方
が
、
発
が
ん
性
が
高
い
の

で
す
。

健
康
づ
く
り
の
第
１
は
最
初
か
ら
タ

バ
コ
を
吸
わ
な
い
こ
と
、
第
２
は
禁
煙

す
る
こ
と
、
で
き
な
け
れ
ば
せ
め
て
ま

わ
り
の
人
に
受
動
喫
煙
さ
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

禁
煙
外
来
に
つ
い
て

禁
煙
に
取
り
組
も
う
と
す
る
人
の

た
め
の
診
療
科
を
「
禁
煙
外
来
」
と
言

い
ま
す
。
禁
煙
外
来
で
は
、 

医
師
か
ら

の
禁
煙
指
導
や
、
禁
煙
補
助
薬
の
処
方

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
と
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
市
内
の
禁
煙
外
来
の
あ
る
医
療
機

関
に
つ
い
て
は
、安
曇
野
市
医
師
会
（

72
・
２
３
４
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
穂
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（
81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

市
で
は
、
6
月
か
ら
35
歳
以
上
の
住

民
を
対
象
に
胃
・
大
腸
検
診
を
実
施
し

ま
す
。
職
場
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
、
他

で
検
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
人
は
、

市
の
検
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
検

診
を
申
し
込
ん
で
い
な
い
人
は
、
最
寄

り
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
内
容〈
胃
検
診
〉　

バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん

で
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
胃
の
写
真
を
8
方

向
か
ら
撮
影
し
ま
す
。〈
大
腸
検
診
〉

自
宅
で
検
査
容
器
に
便
を
採
っ
て
提

出
し
ま
す
。（
検
査
容
器
が
事
前
に

必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
料
金〈
胃
検
診
〉　

国
保
加
入
者
・
70

歳
以
上
５
０
０
円　

一
般
１
０
０
０

円　
〈
大
腸
検
診
〉　

５
０
０
円

●
場
所　

市
内
5
カ
所
保
健
セ
ン
タ
ー

●
日
時　

6
月
1
日
～
8
月
8
日
（
32

日
間
）
受
付
時
間
午
前
7
時
～
9
時

●
そ
の
他　

症
状
の
あ
る
人
は
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

過
去
に
検
診
部
位
の
病
気
を
し
た
、

現
在
医
療
機
関
で
治
療
中
や
経
過
観

察
中
の
人
は
検
診
の
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

が
ん
の
最
大
の
原
因
は
、
タ
バ
コ
で

す
。
タ
バ
コ
が
な
く
な
れ
ば
、
男
性
の

が
ん
の
3
分
の
１
が
な
く
な
る
と
言
わ

れ
ま
す
。
現
在
、
日
本
で
も
っ
と
も
死

亡
が
多
い
が
ん
が
、
肺
が
ん
で
す
。
肺

が
ん
死
亡
の
う
ち
、
男
性
で
70
％
、
女

性
で
20
％
は
タ
バ
コ
が
原
因
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
若
い
人
の
喫
煙

は
危
険
で
、
20
歳
未
満
で
喫
煙
を
開
始

し
た
人
は
、
吸
わ
な
い
人
の
約
6
倍
も

肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
高
く
な
り
ま

す
。
ノ
ド
の
が
ん
・
胃
が
ん
・
食
道
が

ん
・
肝
臓
が
ん
な
ど
も
、
タ
バ
コ
で
増

え
ま
す
。

一
方
で
、
男
性
の
喫
煙
率
が
減
少
し

て
い
る
中
、
女
性
の
喫
煙
率
は
だ
ん
だ

ん
と
増
加
し
て
い
ま
す
。
健
康
上
の
被

害
は
、
女
性
は
男
性
よ
り
も
受
け
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
の
喫

煙
に
よ
っ
て
胎
児
に
十
分
酸
素
が
行
き

届
か
ず
、
発
育
が
遅
れ
る
、
低
体
重
児

が
生
ま
れ
る
と
い
っ
た
リ
ス
ク
が
増
加

し
ま
す
。

さ
ら
に
、タ
バ
コ
の
最
大
の
問
題
は
、

受
動
喫
煙
に
よ
る
他
人
へ
の
影
響
で

活力ある
男女共同参画社会づくりの
実現に向けて

新井裕子

人 権 コ ラ ム

男女共同参画の基本目標は、男女が互いに人権を尊
重しつつ責任を分かち合い、性別にとらわれずその個性
と能力を十分に発揮することが出来る社会づくりです。

長野県男女共同参画社会の実現に向けた取り組みや
安曇野市男女共同参画推進条例が策定され、啓発イ
ベント、人権のつどい、講習会、安曇野市男女共同参
画フォーラムや女性の活躍する場面が増えて、県民の
意識や意識調査への関心も徐々に高まってきています。

しかし、男女の役割分担の意識がまだ根強く残り、
女性の意思決定、過程への参画に関しては未だ進んで
いない分野があること、自治会長、公民館役員など、
特に防災委員に関する女性の役割は全体的に低いこと
などを、残念に思います。

昨年の大震災の、女性のアイデアや細かい対応の活
躍が放映されましたが、女性のさらなる発信力、手を
挙げ意思表示する勇気を期待したいところです。

第 3 次長野県男女共同参画基本計画が策定され、
多文化共生社会づくりに目が向けられていますが、安
曇野市の国際化が進む中、お互いの文化の違いを認め
合い、支え合い共に生きてゆくことが大きな流れになり、
経済的発展につながればと思います。

今後、子育て、介護などの身近な問題を地域社会
全体で支えてゆく仕組みづくりが一番重要になってきま
す。さらに、男も女もできることから前に進み、人権を尊
重し共に笑顔で地域・家庭づくりを行っていくことが男
女共同参画社会づくりにつながるのではないでしょうか。

談

相成
年
後
見
制
度
の
無
料
相
談

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係
内

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（

81･

０
７
６
０ 

81･

０
７
０
３
）

胃
・
大
腸
検
診
が
始
ま
り
ま
す

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

行
政
相
談
委
員
の
紹
介

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71･

２
０
０
０
㈹ 

71･

５
１
５
５
）

み

悩

の

し

ら

く松
本
あ
す
な
ろ
の
会

中
信
地
域
自
死
遺
族
交
流
会

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

健 康

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

た
ば
こ
の
健
康
被
害

4 月分の空間放射線量市が認定した特定開発事業

①

申請者　　株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ
　　　　　長野支店長 亀谷義則
認定日　　平成 24 年 2 月 7 日
申請場所　明科七貴 5560 番 19
申請目的　携帯電話基地局

②

申請者　　佐藤弘康
認定日　　平成 24 年 4 月 16 日
申請場所　三郷小倉 2040 番 1
申請目的　一般住宅

測定
結果

　いずれの地点においても健康に影響のない値でした。
詳しくは市ホームページをご覧ください。
問穂生活環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

測定
地点

（マイクロシーベルト／時間）
4/3（火） 4/10（火） 4/17（火） 4/24（火）

本 庁 舎 0.09 0.09 0.09 0.09
豊科庁舎 0.09 0.09 0.09 0.09
穂高庁舎 0.09 0.09 0.10 0.10
三郷庁舎 0.09 0.09 0.09 0.09
堀金庁舎 0.09 0.09 0.09 0.09
明科庁舎 0.09 0.08 0.09 0.08
穂高健康

支援センター 0.11 0.10 0.10 0.10
問豊建築住宅課開発調整係
　（472･3111 ㈹ 672･3569）
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だ
さ
い
。

●
送
付
先　

〒
３
９
０
‐
０
８
７
４

松
本
市
大
手
3
‐
8
‐
13　

松
本
市

役
所
大
手
事
務
所
6
階

松
本
広
域
連
合
福
祉
・
地
域
課
「
ふ

る
さ
と
探
訪
係
」

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利
用
運
営

委
員
会
で
は
、
安
曇
野
の
家
庭
に
伝
わ

る
「
七
夕
ま
ん
じ
ゅ
う
」
作
り
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
季
節
の
野
菜
を
使

っ
た
、
お
い
し
い
郷
土
の
行
事
食
の
作

り
方
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

6
月
20
日
（
水
）

午
前
の
部　

午
前
9
時
～

午
後
の
部　

午
後
１
時
～

●
場
所　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

●
講
師　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利

用
運
営
委
員

●
参
加
費　

材
料
代
５
０
０
円
く
ら
い

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

●
申
し
込
み　

6
月
4
日
（
月
）
か
ら

豊
科
総
合
支
所
内
産
業
建
設
課
で
受

け
付
け
ま
す
。
電
話
ま
た
は
来
庁
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

10
月
か
ら
「
安
曇
野
市
屋
外
広
告
物

条
例
」
が
施
行
に
な
り
ま
す
。
こ
の
条

例
は
こ
れ
ま
で
の
「
長
野
県
屋
外
広
告

物
条
例
」
に
代
わ
り
、
禁
止
物
件
・
禁

止
広
告
物
な
ど
の
規
制
内
容
、
3
つ
の

規
制
地
域
区
分
（
安
曇
野
市
全
域
が
該

当
）、許
可
基
準
、申
請
手
続
き
な
ど
を

定
め
た
も
の
で
、
市
内
で
屋
外
広
告
物

を
表
示
・
設
置
す
る
場
合
に
は
、
こ
の

条
例
に
基
づ
く
許
可
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
許
可
申
請
の
適
用
除
外
に
な

る
場
合
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不

明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

松
本
広
域
連
合
が
企
画
す
る
、
自

然
、
歴
史
風
土
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発

見
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
。
35
回
目
の
今
回

は
、
新
緑
の
美
し
い
牛
伏
川
フ
ラ
ン
ス

式
階
段
工
周
辺
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な

が
ら
、
し
の
の
め
の
道
沿
線
の
寺
院
な

ど
を
巡
り
ま
す
。

●
日
時　

6
月
13
日
（
水
）
松
本
駅
ア

ル
プ
ス
口
（
集
合
午
前
8
時
30
分
、

出
発
午
前
9
時
）
雨
天
決
行

●
対
象　

安
曇
野
市
、
松
本
市
、
塩
尻

市
、
東
筑
摩
郡
に
お
住
ま
い
の
人

●
定
員　

80
人　

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。
結
果
の
通
知
発
送
は
6
月

１
日
（
金
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
費
用　

２
０
０
０
円
（
昼
食
代
、
入

館
料
）

●
申
し
込
み　

5
月
30
日
（
水
）（
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
左
記
ま
で
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
家
族
等
で
申
し
込
む
場
合

は
、
同
一
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く

穂高広域施設組合最終処分場の見学会
穂高広域施設組合構成市町村（安曇野市・池田町・松川村・生坂村・筑北村・

麻績村）の住民代表による最終処分場の現地見学会を、本年度は 5 月から 11
月にかけて実施します。穂高広域施設組合の焼却施設から排出される焼却灰や
不燃残渣などの処理・処分は、県内 2 カ所にある民間最終処分場に処理委託し
ています。見学会は、それぞれ異なる処理・処分方法を採用している 2 施設を
見学していただき、当組合で今後、施設整備を計画している「一般廃棄物最終
処分場」がどのような施設かを確認していただくことが目的です。
●視察場所　㈱フジコーポレーション（小諸市）飯山陸送㈱（野沢温泉村）
問穂高広域施設組合（482･2147 682･8779）

験

体ふ
る
さ
と
探
訪
参
加
者
募
集
！

問
安
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

71･

２
０
０
０
㈹ 

71･

５
０
０
０
）

屋
外
広
告
物
条
例
が
施
行

問
豊
建
築
住
宅
課
建
築
景
観
係

（

72･

３
１
１
１
㈹ 

72･

３
５
６
９
）

七
夕
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
講
習

参
加
者
の
募
集

問
豊
産
業
建
設
課
地
域
振
興
担
当

（

72･

３
１
１
１
㈹ 

72･

８
３
４
０
）

観

景
申請書類 部数

安曇野市屋外広告物等に関する申請
書（様式第１号）

各２部

表示・設置・改造・変更・移転場所
の付近の見取図
表示・設置・改造・変更・移転場所
及びその付近の写真
表示・設置・改造・変更・移転しようと
する広告物等の位置を示す配置図
表示・設置・改造・変更・移転しよ
うとする広告物等の形状、寸法、材
料、構造、意匠、照明、色彩その他
表示の方法の仕様書及び図面（はり
紙及びはり札等にあっては、現物又
は見本）

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

講
習

中高齢者太極拳
気功八段錦講習会

中国の長い歴史に育まれ、受け
継がれている養生法気功八段錦、
太極拳は正しい姿勢と細く長い
呼吸に合わせた動きで、精神の
安定と自然の治癒力を高め、腰
痛、肩こりの軽減、特に転倒予防
に効果があると言われています。

日：６月 4 日（月）～８月
20 日（月）毎週月曜日
13：30～15：30（全10回）

場：堀金総合体育館サブア
リーナ

定：20 人
料：2,000 円

講師：飯島重男
さん

申：問：日本健康太極拳協
会同好会　飯島さん

（4090･8329・1048）

運転免許更新
特定任意講習会

安曇野交通安全協会では、運転
免許更新者を対象に特定任意講
習会を開催します。この講習を
受けると、更新時の講習は免除
されます。70 歳以上・更新時
に 70 歳になる人は、別講習が必
要なため受講できません。また、
優良運転者は受講する必要はあ
りません。

日：６月７日（木）
受付 18：30 ～
講習 19：00 ～ 21：00

場：穂高会館第２会議室

対象者：
６月８日～ 12
月６日までの間
に運転免許を更
新する人。

料：1,700 円
※おつりのないよう

にお願いします。

申：不要
問：安曇野交通安全協会
　（4 672･2263）
※自動車運転免許証・筆記

用具を持参してください。

初心者のための
パソコン講習会

わの会では、パソコン初心者を
対象に基礎知識および基礎操作
の習得のためのパソコン教室を
開催します。

日：６月 14 日（木）
13：00 ～ 16：00

場：市民活動センター
「くるりん広場」

定：20 人
料：無料
※パソコンを各自

で持参してくださ
い。

申：問：市民活動センター
（482・1922）
安曇野パソコン研究会

（481･1110）
※５月 28 日から受付開始

体
験

健康づくり　
さくら体操サーク
ル

音楽に合わせて体を動かし、五
感を刺激し、「シナプソロジ―」
を高めるプログラムです。脳が
活性化され、注意力・判断力・
認知機能が高まります。

日：毎月第２、第３、第４
木曜日 19：00 ～ 20：00

場：穂高会館トレーニング
ルーム２

定：20 人
料：月3回3,000円
講師：フィットネス・

コーディネーター
小林美穂先生

申：問：さくら体操サークル
北山美恵子さん

（4090・8328・4758）
※運動の苦手の人もOK です。

柔道スポーツ教室

これから柔道を始めようとする
子どもさんから経験者の大人ま
で、安全第一に柔道の基本技能
を身につけていただきます。柔
道着の購入を希望する人、保険
加入を希望する人は、申し込み
の際に申し出てください。

日： ▷ ６ 月 16 日（土）13：
00 ～ 17：00 ▷８月５日

（日）9：00～12：00 ▷ 10
月 13 日（土）19：00 ～
21：00▷11月10日（土）
19：00 ～ 21：00

場：▷６月、８月豊科武道
館 ▷ 10 月、11 月 穂 高
西中柔剣道場

定：100 人
（小学生以上）

料：1 回 100 円

申：問：穂高地域体育協会
柔道部　柿本聡さん

（4090・4158・7187）
※随時受け付けます。

合気道初心者教室

合気道に興味がある人はお集ま
りください。合気道がどのよう
なものかを知っていただき、基
本の第一歩から指導します。長
袖長ズボンのスポ―ツのできる
服装で参加してください。

日：６月 22 日～７月 20
日（毎週金曜日）
19：30 ～ 21：00（ 全 ５
回）

場：豊科武道館柔道場

対象：
高校生～一般

定：10 人
料：５回一括

3,800 円

申：問：市体育協会合気道部
下里朝水さん（472・3994）
または市体協事務局

（488・3516）
受付期間：

５月 23 日～６月８日

安曇野ガールスカ
ウトキッズラリー

クラフト、マイバック、茶道、おやつ作り
などの体験コーナーのほか、○×クイ
ズ、射的、輪投げ、積み木広場、お話
の会など、楽しい催しが盛りだくさん。
全部まわるとプレゼントがあります。

日：６月 3 日（日）
　10：30 ～ 15：30
場：スワンガ―デン中央テ

ントおよびスワンホール

対象：年少～中学
生（小 3 までは
保護者同伴）

料：無料

問：一般社団法人ガールスカウ
ト長野県連盟第 38 団委員長
竹内美智子さん

（472・3845）

催
し

第３回安曇野市長
杯カラオケ選手権
大会

市内および他地域より申し込み
された 40 組によるカラオケ大会
を開催し、音楽文化と地域の交
流を深めます。決勝大会は８月
５日（日）に開催します。

日：６月 24 日（日）
開場 11：30 開演 12：00

場：穂高交流学習センター
みらい

定：160 人
料：500 円

問：NPO 法人安曇野音楽文
化サポートネット 吉原さん

（450・7477）

㈱フジコーポレーション（小諸市）

後 援 な ど 日＝日時　場＝場所　定＝定員　料＝料金　申＝申し込み　問＝問い合わせ

５月 27 日（日）は市内一斉清掃の日寄附・寄贈のお礼　【敬称略】（３/ ７～４/19）

市では、「ごみゼロ」にちなんで、5 月 27 日を市
内一斉清掃の日としています。ごみ拾いは誰にでも
できる身近なボランティアです。ご自身の身近な地
域、自治会、企業、ボランティア団体などが実施す
る清掃活動に積極的に参加しましょう。
問各総合支所地域支援課地域担当または
　穂廃棄物対策課廃棄物処理対策担当
　（482･3131 ㈹ 682･6622）

▷増澤秀人　20 万円　豊科東小学校児童図書の購入
のため　▷熊井明子　熊井啓監督資料 116 点、熊井
啓監督蔵書 108 点　熊井啓記念館展示のため　▷木
下忠頼　白鳥写真資料　郷土博物館で活用してほし
いため　▷㈳日本禁煙友愛会堀金支部長　深澤正人
鉛筆 635 組、ノート 324 冊、ハンカチ 270 枚　堀金
小学校へ鉛筆、堀金中学校へノート、堀金保育園へ
ハンカチ　▷「士の会」代表　益子光麿　梅の苗木
計 69 本　明南小学校へ 51 本、明北小学校へ 18 本
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特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
人
は
？

市
県
民
税
を
納
め
て
い
る
人

の
う
ち
、
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人
が
対
象
で
す
。

▽
4
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上
の
人

▽
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
公
的
年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万

円
以
上
の
人

▽
介
護
保
険
料
が
公
的
年
金
か
ら
特
別

徴
収
さ
れ
て
い
る
人

な
お
、
対
象
者
で
あ
っ
て
も
、
死
亡
・

転
出
な
ど
の
理
由
で
年
の
途
中
で
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
が
停
止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
年
金
、
遺

族
年
金
は
非
課
税
で
す
の
で
、
こ
れ
ら

の
年
金
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人
は

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

わ
れ
、
途
中
か
ら
普
通
徴
収
（
口
座
振

替
・
現
金
納
付
）
に
切
り
替
わ
っ
た
人

は
、
表
１
の
徴
収
方
法
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
を
す
る
か
、
し
な

い
か
は
本
人
の
意
思
で
選
択

で
き
ま
す
か
？

本
人
の
意
思
に
よ
る
選
択
は

で
き
ま
せ
ん
。
公
的
年
金
か

ら
の
市
県
民
税
の
特
別
徴
収
は
、
原
則

と
し
て
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
す

べ
て
の
納
税
義
務
者
が
対
象
で
す
。

2
月
に
亡
く
な
っ
た
親
の
納

付
書
が
届
き
ま
し
た
。
納
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？

納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
本
年
の
１
月
１
日
時
点

で
市
内
に
住
所
が
あ
る
場
合

は
納
税
義
務
が
生
じ
、相
続
人
（
遺
族
）

に
納
税
義
務
が
引
き
継
が
れ
る
た
め
、

納
付
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

申
告
時
に
市
県
民
税
は
発
生

し
な
い
と
言
わ
れ
た
が
、
4

月
、6
月
分
が
特
別
徴
収
さ
れ

て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

昨
年
度
市
県
民
税
が
発
生

し
、
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
た

人
は
2
月
に
徴
収
さ
れ
た
額

と
同
額
を
4
、
6
、
8
月
も
引
き
続
き

仮
特
別
徴
収
さ
れ
、
停
止
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
本
年
度
の
市
県
民
税
が

非
課
税
に
な
っ
た
等
の
対
象
者
に
は
、

仮
特
別
徴
収
し
た
4
、
6
、
8
月
分
を

還
付
し
ま
す
の
で
、
確
認
後
に
通
知
し

ま
す
。

公
的
年
金
か
ら
の
市
県
民
税
の
特
別
徴

収
に
関
す
る
こ
と

問
豊
市
民
税
課
市
民
税
担
当

　
（

72･

３
１
１
１
㈹ 

72･

８
３
４
０
）

2
年
目
以
降
の
徴
収
は

ど
う
な
る
の
？

特
別
徴
収
が
2
年
目
以
降
の

人
は
右
下
表
2
の
と
お
り
で

す
。
2
月
に
年
金
か
ら
特
別

徴
収
し
た
金
額
と
同
額
を
4
月
・
6

月
・
8
月
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収
し
ま

す
（
仮
特
別
徴
収
と
い
い
ま
す
）。
こ

れ
は
１
年
間
の
市
県
民
税
額
の
決
定
後

の
10
月
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
と
、
１

回
あ
た
り
の
特
別
徴
収
額
が
大
き
く
な

っ
て
し
ま
う
た
め
、
そ
の
負
担
を
軽
減

す
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
昨
年
度
中

に
特
別
徴
収
の
人
で
税
額
の
更
正
が
行

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ　

～
市
県
民
税
の
納
付
の
お
は
な
し

徴収税額
妻Ａ子さんの

年税額は
12 万円

普通徴収

第１期（６月） 第 2 期（8 月） 第３期（10 月） 第 4 期（1 月）

３万円 ３万円 ０円 ０円

特別徴収

４月 ６月 ８月 10 月 12 月 平成 25 年
２月

０円 ０円 0 円 ２万円 ２万円 ２万円

徴収方法
公的年金に係る市県民税は、納期ごとに納付
書か口座振替で納付（年税額の半分を２回に
分けて納付）

第１、２期に納付した分を差し引いた残りの
額を３回に分けて公的年金の支払い月に特別
徴収（天引き）で納付

徴収税額
夫 B さんの
年税額は
15 万円

特別徴収

４月 ６月 ８月 10 月 12 月 平成 25 年
２月

２万円 ２万円 ２万円 ３万円 ３万円 ３万円

徴収方法
前年度２月分は２万円であったので同じ額を
３回、公的年金の支払い月に仮特別徴収（天
引き）で納付

4 月・６月・８月で仮特別徴収した分を差し
引いた残りの額を３回に分けて公的年金の支
払い月に特別徴収（天引き）で納付

表１　65 歳になる妻Ａ子さんの場合（初年度）

表２　66 歳になる夫Ｂさんの場合（２年目）

Ｑ
Ａ

＆

平
成
21
年
10
月
か
ら
、
65
歳
以
上
の
人
が
受
給
す
る
公
的
年
金
か
ら
の
市
県
民
税
の

特
別
徴
収（
天
引
き
）が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
年
金
所
得
の
金
額
か
ら
算
出

さ
れ
た
市
県
民
税
の
み
を
年
金
か
ら
特
別
徴
収
す
る
制
度
で
あ
り
、
納
付
い
た
だ
く

１
年
間
の
税
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

公
的
年
金
か
ら
の

市
県
民
税
の
特
別
徴
収

例 2

例 1

66 歳 に な る 夫
Ｂさん。年税額
は 15 万 円。 公
的年金から市県
民税が特別徴収
されるのは２年
目です。

【表２参照】

65 歳になる妻Ａ
子さん。年税額は
12 万 円。 公 的
年金から市県民税
が新たに特別徴
収されます。

【表１参照】夫：Ｂさん　   　妻 : Ａ子さん

AA

A

A

A

QQ

Q

QQ

市県民税の納付をお忘れなく
平成 24 年度分の市県民税の納税通知書は、6 月

11 日ころ発送する予定です。市県民税は、平成
24 年 1 月 1 日現在で市内に住所があり、平成 23
年中に一定額以上の所得があった人に課税されま
す。納税通知書がお手元に届きましたら内容を確
認の上、納期限までに納付してください。今回お
送りする納付書は、金融機関や各総合支所の地域
支援課窓口、コンビニエンスストアで納付できます。

●市県民税の納期限

第１期 ７月２日（月）

第２期 8月31日（金）

第３期 10月31日（水）

第４期 平成25年１月31日（木）

※口座振替をご
利 用 の 場 合
は、納期限ま
でに預金残高
の確認をお願
いします。

18 歳以下の扶養控除の変更
税制改正により、平成 24 年度の市県民税から扶

養控除が下表のとおり変更となります。これにより、
18 歳以下の扶養親族がいる納税者の場合、昨年度
と単純に比較して市県民税の額が増えることにな
ります。

●扶養控除額

平成 23 年度まで 平成 24 年度から

15 歳まで 33 万円 廃止

16 歳～ 18 歳まで 45 万円 33 万円

所得証明書の発行は６月11日から
平成 24 年度（平成 23 年中の所得）所得証

明書は、6 月 11 日（月）から各総合支所の地
域支援課窓口で発行できます。所得証明書の
発行を希望される人は、運転免許証などの身
分証明書を持参の上、申請してください。同
居家族以外の人の証明書発行には委任状が必
要となります。
●交付手数料　１通 300 円
※本庁舎と県安曇野庁舎では所得証明書の発

行はできません。

通知書・所得証明書に関すること
問豊市民税課（472･3111 ㈹ 672･8340）

◎ BさんとA 子さんの例を見てみます。

注目情報

1

�　　　　 �
�　　　　 �
�　　　　 �

�　　　　�
�　　　　�
�　　　　�

➡
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計
画
の
必
要
性

安
曇
野
は
、
清
冽
な
水
と
肥
沃
な

大
地
、
農
家
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ

て
、
県
内
で
も
有
数
の
農
作
物
の
生
産

地
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
農

村
は
美
し
い
田
園
景
観
や
地
下
水
の
保

全
な
ど
、
多
面
的
な
機
能
を
担
い
、
私

た
ち
の
生
活
を
潤
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
市
の
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
状

況
は
、
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
、
農
産

物
販
売
価
格
の
低
迷
や
農
業
の
国
際
化

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

市
の
農
業
・
農
村
の
抱
え
る
課
題
解
決

と
着
実
な
活
性
化
を
実
現
す
る
戦
略
と

し
て
農
業
・
農
村
振
興
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

計
画
策
定
の
経
過

農
業
・
農
村
の
現
状
、
課
題
な
ど
を

明
ら
か
に
し
、
市
の
農
業
・
農
村
振
興

の
基
本
方
針
と
な
る
計
画
を
策
定
す
る

た
め
、
公
募
委
員
を
含
む
、
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
か
ら
選
出
さ
れ
た
20
人
の
委
員

に
よ
り
「
安
曇
野
市
農
業
農
村
振
興
計

画
策
定
委
員
会
」
を
組
織
し
ま
し
た
。

策
定
委
員
会
の
協
議
に
先
立
ち
、
平

成
22
年
度
に
は
農
業
関
係
団
体
等
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
農
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
、
平
成
23
年
度
に
は
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
、
農
業
者
・
消
費
者
双

方
の
意
向
を
調
査
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
基
礎
デ
ー
タ
を
参
考
に

し
、
平
成
23
年
6
月
か
ら
平
成
24
年
2

月
ま
で
の
間
に
計
13
回
の
策
定
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
策
定
委
員
会
で
の

協
議
と
並
行
し
て
、
庁
内
関
係
部
署
で

構
成
す
る
調
査
部
会
で
対
応
を
検
討

し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
経
て

「
安
曇
野
市
農
業
・
農
村
振
興
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
書
お
よ

び
概
要
版
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

振
興
計
画（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）の
策
定

基
本
計
画
で
定
め
た
方
向
性
を
受
け

て
、平
成
24
年
度
か
ら
は
振
興
計
画（
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
の
策
定
を
進
め
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
施
策
の
進
ち
ょ
く

管
理
を
行
う
た
め
の
数
値
目
標
の
設
定

や
、
目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
的
施
策

の
検
討
を
行
い
ま
す
。

計
画
の
推
進
体
制

「（
仮
称
）
安
曇
野
市
農
業
・
農
村
振

興
計
画
推
進
委
員
会
」
を
設
け
、
継
続

的
に
計
画
の
点
検
・
評
価
お
よ
び
見
直

し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
や
市
農
業

再
生
協
議
会
が
計
画
の
実
行
組
織
と
な

り
、
市
・
Ｊ
Ａ
・
農
家
等
が
連
携
し
て

取
り
組
む
振
興
策
を
講
じ
、
迅
速
な
対

応
を
行
う
体
制
と
し
ま
す
。

問
三
農
政
課
庶
務
担
当

　
（

77･

３
１
１
１
㈹ 

77･

６
０
６
０
）

市
農
業
・
農
村
振
興
基
本
計
画
の
理
念

確
か
な
食
で
つ
な
が
る
水
と
お
ひ
さ
ま
の
郷

美
し
い
大
地
を
生
か
す
生い

と
な
み産
に
支
え
を

農
の
あ
る
安
曇
野
で
満
ち
足
り
た
生く

ら

し活
を

市
で
は
、
農
業
・
農
村
が
抱
え
る
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
、
田
園
産
業
都
市
を
目
指
す
た
め
に
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度

ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
安
曇
野
市
農
業
・
農
村
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

注目情報

２
１．農業で「稼ぐ」～経営する～

3．安曇野に「生きる」～暮らす～
2．田園を「守る」～維持する～

●経営基盤の見直し
所得向上の方向性に応じて、経営の大規模化
あるいは多角化を図るために必要な基盤を確
立します。

●ブランド力の強化
「質」と「量」の両立を目指し、新技術や地域
イメージを生かして、安曇野のブランド力を
強化します。

● 6 次産業化等の推進
農産物直売所の活用やインターネットなどを
利用した生産流通、農業体験・観光との連携
への対応により、6 次産業化などを推進します。

◎部門別振興方針　農業で「稼ぐ」ことの実現
に向けた振興方針を、農産物の部門別に定め
ます。

●“農のある暮らし”の充実
食と農についての教育、地産地消の活動、市
民が農業を学び実践する機会や場を確保し、
農のある暮らしを充実させます。

●環境資源の保全・活用
安曇野のイメージをさらに向上させる環境に
優しい農業への取り組みや地下水量の保全、
農村の未利用エネルギー活用など、環境を資
源と捉えて保全・活用します。

●環境問題への対処
消費者の関心が高い農産物の放射能問題、地
下水の汚染、果樹農薬の飛散、生活環境保全
としての畜産臭気対策といった環境問題に対
処します。

●地域の「核」を形成
田園を守るために不可欠な、地域の「核」と
なる体制を形成します。

●農業後継者の確保・育成
新しい概念である「職農教育」（注）などの取
り組みを進めて、農業後継者を確保し、育成
します。

●田園環境や景観の保全
田園環境と景観の維持、優良農地の保全、生
産基盤の整備、農家と非農家の連携推進およ
び中山間地域、荒廃農地、鳥獣害への対策を
進めます。

計画の理念を実現す
るための振興戦略の
骨格として「３つの柱」
を定めました。

産業としての「農業」を確立し

美しい「農村」を守るための

３つの柱

（注）「職農教育」：子ども達に職業としての農業のすばら
しさを伝え、農業を職業の選択肢と捉えてもらうために、
農家・地域・学校を挙げて取り組む教育

にっ

さんっ

いちっ
②

④

①

③

イラスト市農産物キャラクター：①コメの「らいすん」、②リンゴの「あぷふーる」、③ソバの「そっぱ」、④ワサビの「わさっぴ」

重要課題の解決に向けた重点プロジェクト
◆新技術・新品種の導入　安曇野ブランド確立の切り札として、県の関係機関とも連携し、安曇野市独

自の新技術・新品種確立に向けて研究や取り組みを進めます。

◆「職農教育」の推進　新規就農者確保の切り札として、地域や学校とも連携し、農業を魅力ある職業
として選択してもらえるための「職農教育」を進めます。

◆地域ぐるみの活動の推進　田園環境を維持する切り札として、農地・水保全管理支払事業など国施策
も活用し、地域ぐるみで農業・農村を守る活動を進めます。

◆豊かな生活環境の向上　健康で生きがいのあふれる市民生活を実現するために、豊かで安全・安心な
農業に取り組み、自然環境や生活環境の保全を進めます。



282012.5.23　広報あづみの29 広報あづみの　2012.5.23

市
で
は
不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
、
す
ぐ

に
市
へ
連
絡
す
る
よ
う
14
人
に
不
法
投
棄

監
視
連
絡
員
を
任
命
し
、
市
内
を
随
時
パ

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
悪
質
な
投
棄
の

場
合
、
市
は
警
察
と
連
携
し
、
行
為
者
を

特
定
し
ま
す
。
絶
対
に
不
法
投
棄
は
行
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
る
と
、
不
法
投
棄
を
し
た

者
に
は
5
年
以
下
の
懲
役
、
も
し
く
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両

方
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
法
律
で
は
土
地
、
建
物
の
管
理

に
は
土
地
、
建
物
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
を
さ
れ

な
い
よ
う
に
管
理
者
は
日
ご
ろ
か
ら
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
・
資
源
物
指
定
集
積
所
（
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）
は
分
別
さ
れ
た
ご
み
、
資

源
物
を
回
収
す
る
た
め
の
場
所
で
す
。
ご

み
を
捨
て
る
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご

み
を
捨
て
る
人
は
「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
」

と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
行
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
土
地
、
建
物
、
も
し
く

は
ご
み･

資
源
物
指
定
集
積
所
（
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）
の
管
理
者
に
と
っ
て
は
大

き
な
迷
惑
で
あ
り
、
負
担
が
強
い
ら
れ
ま

す
。法

律
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
に
一
人
一
人
の
マ

ナ
ー
の
問
題
で
す
。
私
た
ち
の
心
掛
け
で

街
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課
地
域
担
当

ま
た
は
穂
廃
棄
物
対
策
課

（

82･

３
１
３
１
㈹ 

82･

６
６
２
２
）

イ
ン
ス
リ
ン
を
節
約
し
て
2
型
糖
尿

病
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
体

に
あ
っ
た
量
の
食
事
を
規
則
正
し
く
食

べ
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
自
分
に
あ
っ

た
食
事
量
の
目
安
を
つ
け
る
方
法
の
１

つ
に
「
手
ば
か
り
栄
養
法
」
が
あ
り
ま

す
。
食
事
の
量
は
、
一
般
的
に
体
の
大

き
さ
（
身
長
や
体
重
）、
年
齢
、
性
別
、

身
体
活
動
な
ど
を
考
慮
し
て
決
め
ら
れ

ま
す
。「
手
ば
か
り
栄
養
法
」
は
、
手

の
大
き
さ
と
身
長
が
比
例
し
て
い
る
と

い
う
点
に
着
目
し
て
誕
生
し
た
方
法
で

す
。
手
が
大
き
い
人
は
身
長
も
高
く
、

食
事
量
も
多
め
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、

自
分
の
手
を
使
っ
て
、
誰
で
も
簡
単
に

適
正
で
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
が
と
れ

る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
食
品
ご
と
に
量

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
）「
手
ば

か
り
栄
養
法
」
を
使
っ
て
、
日
々
の
食

事
量
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（
81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

昨年度シリーズ「糖尿病」に引き続き、本年
度は「インスリン節約生活」を紹介します。
生活習慣病である２型糖尿病の予防のポイン
トは、血糖を下げるインスリンが少量で済む
ような生活をすることです。心筋梗塞や脳卒
中の予防にもつながるインスリン節約のコツ
を 12 回に渡ってお伝えします。

 
 

NO.2（全 12 回）

糖尿病を予防する

材料（2 丁分）
大豆300㌘　にがり28㌘　水（豆乳用２㍑、にがり用10㏄）豊科女性研修センター利用運営委員会では、毎月

12 日（3 月を除く）に安曇野産大豆を使った豆腐
づくり体験教室を行っています。この教室で教え
ていただいた家庭向けレシピを紹介します。

「食」で育む健康で豊かな人づくり
手作り豆腐の作り方

①：よく洗った大豆をたっぷりの水で前日から漬けておく。
②：水１㍑を鍋に入れて強火にかける。
③：にがり 28㌘に水 10㏄を入れて混ぜる。
④：①の水を切り、すすいだ後、ミキサーに半分の量と水 500

㏄を入れ、50 ～ 60 秒かけて粉砕する。
⑤：粉砕した大豆を②に入れる。火はそのまま。④の残りも同

様に繰り返す。
⑥：鍋に泡がたつまでおたまでかき混ぜながら煮る。吹きあが

ったら火を消す。
⑦：再び火をつけ中火でかきまぜながら４分間煮る。
⑧：もう一つの鍋に濾

こ

し布を敷き、⑦を流し込む。
⑨：濾し布の端をつまみ上げ、ひねって絞りあげる。
⑩：絞った⑨（豆乳）を火にかけ、おたまでかき混ぜながら中

火で沸
わか

す。
⑪：鍋のふちが泡立ってきたら火を止め、かきまわしながら②

を一気にそそぎ、流れを止める。
⑫：ふたをして 15 分間放っておく。
⑬：ざるに濾し布をひき、⑫を流し込み、布の端を内側へたた

み込む。10 分間自然に水が切れるのを待ったら完成。
※⑨でできた「おから」は、いろいろな料理にご利用ください。
問豊産業建設課地域振興担当（472･3111 ㈹ 672･8340）

作り方

ごみの
不法投棄

防犯の
はなし

暴力団排除条例を制定

社会全体で暴力団の排除を

県では、県民の安全で平穏な生活の確保と社会経済活動の健全発展につながるよう「長野県暴力団排除条例」を
平成 23 年 9 月 1 日施行に制定しました。この条例では、社会全体で暴力団の排除を推進するため、「県、県民およ
び事業者の責務」「暴力団の排除に関する施策の基本となる事項」「青少年の健全な育成に係る措置」などについて
定めています。

さらに、県条例の内容に加えて、当市でも 4 月 1 日、公共事業や施設利用などから暴力団を排除するため、「安
曇野市暴力団排除条例」を制定しました。「金を出さない！　契約しない！　利用させない！　つくらせない！　
使わせない！」をスローガンに、市民みんなで安全で平穏な生活を守りましょう。
問長野県警察本部（4026･233･0110 ㈹）uhttp://www.pref.nagano.lg.jp/police/

または穂高総合支所内生活環境課交通防犯係（482･3131 ㈹ 682・6622）

不
法
投
棄
は
許
し
ま
せ
ん
！

こらっ！

私のおすすめレシピ⑫

手
ば
か
り
で
覚
え
る
自
分
の
食
事
量

図１　１日に食べる量の目安

主菜（肉、魚、卵、豆腐など）
両手に全部がのる量

副菜（野菜、きのこ、海藻など）
緑黄色野菜は両手１杯、他は２杯

果物　人差し指と親指
の輪の中に入る大きさ

牛乳　コップ１杯

主食（ご飯など）ご飯の１食は
手のひらでお茶碗を作ったくらい

脂質（サラダ油、
バター、マヨネ
ーズなど）
大さじ１杯

教室には
どなたでも
参加できます！

金
を
出
さ
な
い
！

暴
力
団
へ
の

資
金
提
供
を
禁
止

契
約
し
な
い
！

事
業
、
契
約
か
ら

暴
力
団
を
排
除

使
わ
せ
な
い
！

不
動
産
を
暴
力
団

事
務
所
と
し
て

譲
渡
、
貸
付
け
禁
止

つ
く
ら
せ

な
い
！

学
校
等
の
周
囲
は

暴
力
団
事
務
所
の

開
設
等
を
禁
止

利用させない！
ホテル、旅館、ゴ
ルフ場、祭礼等か
ら暴力団を排除
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6 月の予定

14日（木）　時 13：30～16：30 ※相談時間は１人20分
場三郷総合支所　第 3 会議室
予約・問  総務部総務課庶務係（℡71-2000・FAX71-5155）
※予約受付･･･6 月 7 日（木）9：00 ～ 12：00（受付は電話のみ）
※相談者（定員８人）は抽選で決定（先着順ではありません）
※係争中の事案についての相談はお受けできません。

13日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※メール相談も受付中。詳しくは以下のページへアクセスを。
　www.pref.nagano.lg.jp/syoukou/roko/mailsoudan.htm

15日（金） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）

各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

母乳・育児相談 ※母乳相談は 　時 9:30 ～ 11:00

子ども･母子家庭･女性の相談

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談

弁護士会による無料法律相談  

毎週月～土曜日　 　

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）

19日（火）問場豊科公民館教育相談室（℡72-2238・FAX62-5721）

毎週月～金曜日　　

場問教育指導室（明科総合支所舎2階）（℡62-3521・FAX62-5721）

教育全般（不登校・ひきこもり・発達障害など） 時 10:00 ～ 16:00

親の会 時 13:00 ～ 15:00

いじめ相談ホットライン 時 8:30 ～ 17:15

精神科医による精神保健相談  時 14:00 ～

 あづみ野断酒会 時 19:00 ～ 21:00

精神科医による依存症相談  時 14:00 ～

４日（月）・★ 25日（月）　時 13：00～16：00
場堀金老人福祉センター（℡73-5288・FAX73-5775）
５日（火）・★ 26日（火）　時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
６日（水）・★ 27日（水）　時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
７日（木）・★ 28日（木）　時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
８日（金）・★ 29日（金）　時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）

毎週月・木曜日（第5・祝日を除く）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

１日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

毎週水曜日　※ 6・20 日は家族会　場豊科公民館
問健康推進課保健予防担当（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

場問市地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科保健センター内）
　　（℡72-9986・FAX72-9044）
場問南部地域包括支援センター（三郷総合支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

平日　時 8：30 ～ 17：00  
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

場問消費生活センター（穂高総合支所１階）
　　（℡82-3131（直通090-5203-2011）・FAX82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

6 月の休日当番医 （変更になる場合があります。ご利用前に医療情報案内（70120-890-423）でご確認ください。）

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

５日㈫･19日㈫ 場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
７日㈭･21日㈭ 場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
12日㈫･26日㈫ 場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
13日㈬ 場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
14日㈭･28日㈭ 場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

教育に関する相談

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※豊科・穂高地域の児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

結婚相談　　　時13：00～16：00　

June

読み聞かせ 20日（水） 11：00 ～ 11：30
※読み聞かせボランティアさんによる

子育て勉強会 ～乳幼児救急法～ 21日（木） 10：00 ～ 11：30
要予約  ※乳幼児親子 20 組

チャレンジクラブ 23日（土） 10：30 ～ 12：00
～紙飛行機を飛ばそう！～ ※対象：小学生

身体測定 ※自由参加 ４日（月） 10：00 ～ 12：00
育児相談 ４日（月） 10：30 ～ 12：00
※相談員：荒深たつ子さん

安曇野めぐり ９日（土） 10：15 ～ 11：30
～自然に親しもう～（かじかの里） 要予約 100円  ※親子 20 組　現地集合

体あそびゲーム 22日（金） 10：15 ～ 11：30
要予約 100円  ※親子 20 組

キッズヘアカット 25日（月） 10：15 ～ 11：30
要予約  ※親子 20 組

おはなしどりぃむ 11日（月） 11：20 ～ 11：40
（読み聞かせボランティア）

子育て広場 ８日（金） 10：00 ～ 12：00
おひさま農園　※登録制 16日（土） 9：30 ～ 10：30
～たまねぎ収穫～

みんなおいでよ　 22日（金） 10：30 ～ 11：30
～木工工作～ 要予約 100円

あつまれ小学生　 23日（土） 10：30 ～ 11：30
～楽しい工作～ 要予約 100円

みんななかよし ※登録児対象　

さくらんぼ（0歳）…5・12日（火）・20日（水）／いちご（1歳）…6・13日（水）・19日（火）／
りんご（2・3歳）…7・14・21日（木）

おはなしいっぱい 時11：00～11：30

あずみのあのねの会…11 日（月）／スマイル…15 日（金）

かしわ餅作り　 ２日（土） 11：00 ～ 12：00
要予約 100円  ※ 30 人（幼児は親子同伴）

ひまわりの日チャレラン大会　 21日（木） 15：45 ～ 16：30
～スカイツリー（空缶つみ）・ストラックアウト～　※小学生対象

救急法講習会 要予約  ※ 30 組 28日（木） 10：30 ～ 11：30
ひまわりっ子クラブ　※登録児対象　

※内容：あやめ公園散策・グループ顔合わせ・リトミック
0歳…5・12・19日（火）／1歳…・6・13・20日（水）／2・3歳…7・14・21日（木）

わくわくデー ～紙コップ工作～ 27日（水） 15：45 ～ 16：15
おはなしワクワク 28日（木） 10：30 ～
親子ふれあい広場　※登録児対象　

0歳…5・12・19日（火）／1歳…6・13・20日（水）／2・3歳…7・14・21日（木）

ママキッズビクス ７日（木） 10：15 ～ 11：00
 ※講師：佐藤貴子先生・遠藤正美先生　持ち物：託児でおんぶ紐が必要な方は持参

育児相談 ※どんな相談にも応じます。７日（木） 11：00 ～ 12：00
「パパの顔」クッキー作り ８日（金） 10：00 ～ 11：30

要予約 150円  ※ 24 組

児童館祭 16日（土） 10：00 ～ 12：30
 ※無料／有料の各コーナーが出店します。

食の伝統文化子ども教室 22日（金） 10：00 ～ 12：00
～柏餅～ 要予約 150円  ※ 24 組

子育て雑談会 29日（金） 10：30 ～ 11：00
おはなしムーン 6・13日（水） 11：00 ～ 11：20

（読み聞かせボランティア）

さわやかコンサート ２日（土） 14：00 ～ 15：30
出演者：城倉明日香（ソプラノ）さん　臼井文代（ピアノ）さん　入場無料　託児あり

子育て支援講座 ６日（水） 10：00 ～ 11：00
～乳幼児救急講習会～　講師：救急救命士　要予約　託児あり

MINImini うんどうかい 13日（水） 10：30 ～ 11：30
要予約 親子100円   ※雨天時プレイルーム

かんたんミルフィーユ 15日（金） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円  

育児相談 19日（火） 11：00 ～ 12：00
親子で楽しむ ～ママキッズ・ビクス～ 21日（木） 10：15 ～ 11：00
講師：佐藤貴子先生　持ち物：うわばき・水筒

工作 ～アイロンビーズ～ 要予約 50円  30日（土） 10：00 ～ 11：00
絵本・紙芝居の読み聞かせ（毎週火曜日）　時10：30～11：00　

おはなしムーン…5・19 日（火）／コロボックル…12・26 日（火）

運動遊びゲーム １日（金） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円  ※乳幼児親子 20 組

身体測定日 ※自由測定 15日（金） 10：00 ～ 12：00
育児相談 ※個別予約も可能 15日（金） 10：30 ～ 12：00
※相談員：家庭児童相談員

おはなしどりぃむ（読み聞かせ） 22日（金） 11：20 ～
わらべ唄・手遊び 毎週月曜日 11：10 ～ 11：30
※内山房子先生（講師・内容が変更の場合あり）

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

育児相談 & おはなし会 ８日（金） 10：30 ～ 12：00
ぱくぱくらんど ～白玉豆腐団子作り～ 13日（水） 10：00 ～ 11：30
要予約 親子150円  

キッズ＆マミーリユース広場 26日（火） 11：00 ～ 11：30
スクスク広場（子育て勉強会）27日（水） 10：30 ～ 11：30
～トイレトレーニングについて～ 要予約  ※講師：保健師

チャレンジクラブ ～マイ箸作り～ ９日（土） 10：00 ～ 12：00
要予約 200円  ※対象：小学生以上　※小学校3年生までは保護者の付き添いが必要

いっしょにあそぼう　時11：00～11：30　 

キーホルダー作り…1日（金）／粘土遊び…4日（月）
リズム遊び… 11日（月）／小麦粉粘土…15日（金）
風鈴作り…22日（金）／新聞紙遊び…25日（月）
シャボン玉遊び…29日（金）

3日（日） 10日（日） 17日（日） 24日（日）
や ざ き 診 療 所

62-2360［明科］
飯 田 医 院

83-5061［穂高］
平 林 医 院

62-2227［明科］
塔 の 原 内 川 医 院

81-2121［明科］
根 津 内 科 医 院

82-8382［穂高］
神 谷 小 児 科 医 院

72-5162［豊科］
高 橋 医 院

82-2561［穂高］
石 田 医 院

72-2766［豊科］
安曇野形成皮ふクリニック

71-2345［豊科］
丸 山 内 科 ク リ ニ ッ ク

72-6188［豊科］
中 島 整 形 外 科

72-3543［豊科］
木 暮 医 院

77-2119［三郷］
田 野 歯 科 医 院

82-7537［穂高］
松 村 歯 科 医 院

62-2048［明科］
山 本 歯 科 医 院

72-5748［豊科］
ア ル プ ス 歯 科 ク リ ニ ッ ク

77-8901［三郷］

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  

５日（火）場穂高会館　　　13日（水）場明科総合支所　
22日（金）場豊科公民館　　28日（木）場三郷公民館

人権相談所 時10：00 ～ 15：00
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

10日㈰場問豊科老人福祉センター （℡73-7143・FAX73-7147）
17日㈰場問穂高地域福祉センター （℡82-2940・FAX82-9621）
24日㈰場問三郷福祉センター （℡77-8080・FAX77-8081）

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日
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2012.5.1現在　（ ）内は対前月比

人口 99,311人（ －37）

 男 48,207人（ ＋26）

 女 51,104人（ －63）

世帯 37,531世帯（ ＋44）
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に
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ま
し
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桜
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開
の
頂
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か
ら
眺
め
る
安
曇
平
と

北
ア
ル
プ
ス
に
た
め
息
が
漏
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
外
歩
き
が
楽
し
い
季
節
、
地
元
の
魅

力
に
も
っ
と
触
れ
に
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
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天
平
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で
の
記
念
植
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を
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し
ま
し
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当
日
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場
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し
む
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く
さ
ん
い
ま
し
た
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21
」
の
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さ
ん
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で
は
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人
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手
が
入
っ
た
山
は
手
入
れ
し
続
け
る
こ
と

が
必
要
と
の
こ
と
。
植
樹
に
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加
し
た
皆
さ

ん
が
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数
十
年
後
も
同
じ
よ
う
に
親
し
め
る

里
山
に
す
る
に
は
世
代
を
超
え
て
の
取
り
組

み
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。  
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田
植
機
に
乗
り
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々
と
田
植
え
を
し
て

い
る
と
、
家
族
総
出
で
田
植
え
を
し
て
い
た

子
ど
も
の
こ
ろ
の
情
景
を
思
い
出
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
田
植
え
作
業
は
中
腰
に
な
る
姿

勢
が
多
く
ハ
ー
ド
で
す
が
、
祖
父
母
や
両
親

の
よ
も
や
ま
話
が
共
同
作
業
の
リ
ズ
ム
を
よ

く
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
も
昔

も
貴
重
な
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
で
も
あ
り
ま
す
。 
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古紙配合率 100％
再生紙を使用しています。

一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相
談
を

民生児童委員の増田早苗さん（豊科高家）。月１回の高齢者宅への訪問では、世間話を
しながら心配ごとがないか話し掛けます。

ご
存
じ
で
す
か
？ 

民
生
児
童
委
員

全
国
に
23
万
人
い
る
民
生
児
童
委
員
は
、
地
域

に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
と
自
治
体
や
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
の
福
祉
の
窓
口
と
を
つ
な
ぐ
、
地
域
の

身
近
な
相
談
・
支
援
者
で
す
。
各
委
員
は
、
民
生

委
員
法
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱
を
受
け

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
に
あ
た
っ
て
は
守
秘

義
務
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
各
担
当
地
区
を
受
け
持
つ
２
０
４

人
の
民
生
児
童
委
員
と
、
児
童
問
題
を
主
に
受
け

持
つ
12
人
の
主
任
児
童
委
員
が
地
域
に
根
差
し
た

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
各
委
員
は
人
権
と
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
な
が
ら
各
家
庭
へ
の
訪
問
や
相

談
、
支
援
、
福
祉
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。

不
安
な
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
は
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
お
近
く
の
民
生
児
童
委
員
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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